
人のうごき
（27．4．1現在）

世帯数�10,201� －7
人　口�21,727�－131
 （男）� 10,197� －66
 （女）� 11,530� －65

3 月 中 の
異動状況

出生�10
死亡�26
転入�102
転出�217

前月比今月の主な内容
●平成27年度当初予算報告
●議会だより
●平成27年度
　　　　教育行政方針
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　4月18日、第1回宿毛マラソンが
開催され、685名のランナーが宿
毛の街を駆け抜けました。皆さん
のご協力ありがとうございました。
　詳細については6月号で報告し
ます。
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②

「性質別歳出　年度別比較表」
普通建設事業

平成27年度　　　
105億2,715万9千円

平成26年度　　　
112億4,943万1千円

人件費 扶助費 公債費 物件費

災害復旧事業

その他の経費補助費等

19億4,474万6千円11億9,116万4千円 6億8,927万4千円

8億3,231万8千円

15億8,018万4千円

19億9,096万6千円 21億6,716万6千円

8,503万3千円4,630万8千円

10億7,049万8千円

17億7,886万4千円 20億2,035万8千円

7,746万5千円3,222万2千円

16億3,261万3千円13億5,692万5千円 17億9,096万8千円 14億8,951万8千円

維持補修費維持補修費

歳　入

　　　　
　

　
　

　
　

　
　

　　　　依　存　
財

　
源

民生費
42.9％
45億1,345万5千円

衛生費
8.1％
8億4,999万3千円

教育費
6.6％
6億9,796万7千円

農林水産業費
4.0％
4億2,319万2千円

消防費
3.1％
3億2,882万1千円

議会費ほか
1.5％
1億6,136万2千円

商工費
1.1％
1億961万8千円

災害復旧費
0.8％
8,503万3千円

公債費
11.3％
11億9,117万円

土木費
8.6％
9億219万3千円

総務費
12.0％
12億6,435万5千円

市税
19.5％
20億5,547万6千円

地方交付税
38.5％
40億5,000万円

国庫支出金
12.4％
13億370万6千円

県支出金
9.3％
9億7,650万4千円

市債
5.9％
6億1,753万6千円

その他依存財源
5.2％
5億5,242万8千円

分担金・負担金
0.6％
6,009万9千円

使用料・手数料
4.6％
4億8,634万3千円

基金からの繰入金
2.7％
2億8,367万1千円

その他自主財源
1.3％
1億4,139万6千円

自　主　
財

　
源

歳　出
（目的別）

〔
用
語
解
説
〕

市
　
債

道
路
の
改
良
や
建
設
事
業
な
ど
を
行

う
際
の
、
事
業
費
に
対
す
る
財
源
不

足
を
補
う
借
金
。

地
方
交
付
税

行
政
が
仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
標

準
的
な
経
費
を
算
出
し
、
自
治
体
の

収
入
で
足
り
な
い
部
分
に
つ
い
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

民
生
費

子
ど
も
・
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の

福
祉
や
人
権
政
策
な
ど
の
た
め
の
費

用
。

衛
生
費

ご
み
処
理
な
ど
の
環
境
整
備
や
検

診
、
予
防
接
種
な
ど
の
た
め
の
費
用
。

扶
助
費

身
体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
、
生

活
困
窮
者
な
ど
を
援
助
す
る
た
め

の
費
用
。

公
債
費

市
債
を
返
済
し
て
い
く
費
用
。

物
件
費

委
託
料
（
ご
み
の
収
集
業
務
、
工

事
の
設
計
業
務
な
ど
）、
光
熱
水
費
、

電
話
料
、
郵
便
料
、
事
務
用
品
や
旅

費
な
ど
の
費
用
。

補
助
費
等

各
種
団
体
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
、

一
部
事
務
組
合
（
消
防
、
ご
み
処
理

な
ど
）
へ
の
負
担
金
な
ど
の
費
用
。

普
通
建
設
事
業

道
路
、
公
園
、
住
宅
、
港
湾
な
ど
の

施
設
整
備
の
費
用
。

平成27年度 当初予算報告
一 般 会 計 総 額
105億2,715万9千円
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予　算　額

１０５億２,７１５万９千円

３５億３,２６０万１千円

６,３６５万４千円

１億２,７７２万円

４億８,３１４万７千円

１億９,４６３万３千円

４億７,１９７万円

５,２５３万４千円

３７４万２千円

２４億７,８００万４千円

４,３１５万７千円

２億８,３４３万９千円

７７億３,４６０万１千円

７億２,９４９万７千円

前年度比

－６．４％

１５．７％

－１２．４％

３．９％

１．１％

－２．５％

－０．３％

－４６．５％

１．１％

８．３％

－２．４％

１．６％

８．７％

－１１．９％

会 計

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険 事 業 �

へ き 地 診 療 事 業 �

定 期 船 事 業 �

特別養護老人ホーム�

学 校 給 食 事 業 �

下 水 道 事 業 �

国 民 宿 舎 運 営 事 業 �

介 護 認 定 審 査 会 �

介 護 保 険 事 業 �

土 地 区 画 整 理 事 業 �

後 期 高 齢 者 医 療 �

特 別 会 計 　 計

水 道 事 業 会 計

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を

行
う
場
合
に
そ
の
経
費
を
明
確
に

す
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
設
け
ら
れ
る
会
計
で
す
。

　
宿
毛
市
で
は
、
本
年
度
は
左
の

表
の
と
お
り
、
国
民
健
康
保
険
事

業
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
ま
で

１１

の
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
特
別
会
計
予
算
総
額

は
、

７７
億
３
、
４
６
０
万
１
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
全
体
で
６
億

２
、１
５
８
万
９
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

企
業
会
計

　
企
業
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体

の
経
営
す
る
会
社
の
よ
う
な
も
の

で
、
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を

受
け
る
も
の
を
い
い
、
宿
毛
市
で

は
水
道
事
業
会
計
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

　
本
年
度
の
水
道
事
業
会
計
予
算

は
７
億
２
、９
４
９
万
７
千
円
で
、

前
年
度
よ
り

１１
．９
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
般
会
計

　
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額

は
１
０
５
億
２
、７
１
５
万
９
千
円

で
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
減

少
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
７
億
２
、

２
２
７
万
２
千
円
、
約
６
・
４
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
南
海
地
震
対
策
や

福
祉
対
策
に
加
え
、
前
年
度
よ
り
６
、

０
０
０
万
円
増
の
農
林
水
産
事
業

対
策
に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
よ
り
効
率
的
、
効
果

的
な
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

宿
毛
東
団
地
建
設
促
進
事
業
費
補

助
金

７
５
０
万
円

宿
毛
東
団
地
の
土
地
を
購
入
し
、

住
宅
を
建
築
し
た
場
合
に
住
宅

建
設
資
金
の
一
部
を
補
助
す
る
。

地
域
防
災
対
策
総
合
補
助
金

３
４
７
万
５
千
円

自
主
防
災
組
織
の
資
機
材
整

備
・
訓
練
費
用
な
ど
に
対
し
て

助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
、
活
性
化
を

図
る
。

住
宅
耐
震
戸
別
訪
問
事
業

５４
万
円

個
人
住
宅
の
耐
震
化
促
進
事
業

と
し
て
診
断
、
設
計
お
よ
び
改

修
工
事
に
お
け
る
助
成
制
度
を

利
用
で
き
る
こ
と
を
戸
別
訪
問

に
よ
り
案
内
し
、
個
人
住
宅
の

耐
震
化
を
促
す
。

防
災
備
蓄
品
購
入
費

４
４
６
万
７
千
円

災
害
時
に
必
要
と
な
る
毛
布
な

ど
の
備
蓄
品
を
整
備
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

１
、４
１
９
万
６
千
円

ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
お
よ
びY

a
h

o
o

!

公
金
支
払

い
を
活
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
サ
イ
ト
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
に
関
す
る
す
べ
て
の
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

離
島
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
委

託
料

１
５
６
万
円

指
定
訪
問
介
護
事
業
者
に
業
務

委
託
し
、
沖
の
島
で
訪
問
介
護

を
提
供
す
る
ヘ
ル
パ
ー
を
雇
用

す
る
。

私
立
保
育
所
耐
震
補
強
工
事

４
、６
４
７
万
８
千
円

保
育
所
を
耐
震
補
強
す
る
こ
と
で
、

災
害
時
に
お
け
る
保
育
所
入
所

児
童
と
職
員
の
安
全
を
確
保
す
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

１
、３
７
０
万
５
千
円

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階
の

自
立
支
援
策
の
強
化
を
図
る
た

め
、
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
自

立
相
談
支
援
事
業
の
実
施
、
住

居
確
保
給
付
金
の
支
給
、
そ
の

ほ
か
の
支
援
を
行
う
た
め
の
所

要
の
措
置
を
講
ず
る
。

水
産
情
報
高
度
利
用
施
設
設
置
事

業１
、６
３
１
万
５
千
円

す
く
も
湾
漁
協
に
お
け
る
各
事

業
の
運
営
シ
ス
テ
ム
の
効
率
化

お
よ
び
同
シ
ス
テ
ム
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

で
、
安
定
し
た
運
営
お
よ
び
事

業
の
効
率
化
を
図
る
。

小
学
校
体
育
館
補
強
設
計
業
務
委

託
料

１
、１
５
５
万
３
千
円

補
強
実
施
設
計
を
行
う
こ
と
で

耐
震
化
事
業
を
行
い
、
児
童
・

職
員
の
安
全
を
確
保
す
る
。

中
学
校
屋
内
運
動
場
改
修
工
事

１
、９
３
６
万
５
千
円

耐
震
補
強
工
事
と
併
せ
て
改
修

工
事
を
実
施
し
、
生
徒
・
職
員

の
安
全
を
確
保
す
る
。



④

教
育
委
員
会
教
育
長
が
決
ま

り
ま
し
た

　　
平
成

２７
年
３
月

２３
日
、
平
成

２７

年
第
１
回
宿
毛
市
議
会
定
例
会
に

お
い
て
、
教
育
長
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

宿
毛
市
教
育
委
員
会
教
育
長

　
立
田
　
壽
行
　
氏

任
　
期

　
平
成

２７
年
４
月
１
日

〜
平
成

３０
年
３
月

３１
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
学
校
教
育
課

　
蕁
６
３
―

１
１
０
２

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給

者
証
の
交
付
申
請
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
条

件
が
前
年
分
の
所
得
に
対
す
る
所

得
税
非
課
税
世
帯
に
限
ら
れ
て
お

り
、
税
の
確
定
す
る
６
月
に
審
査

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
受
給
対
象

者
は
交
付
申
請
書
を
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
対
象
者

ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
と
児

童
※
児
童
と
は
、

１８
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月

３１
日
ま
で
の

間
の
者

受
付
期
間

　
５
月
１
日

（金）
〜
５
月

２９
日

（金）

　（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

※
所
得
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
期

日
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
は
、福

祉
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

持
参
す
る
も
の

・
対
象
者
全
員
の
保
険
証

・
認
め
印

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
・
平
成

２７
年
１
月
１
日
現
在
、
宿

毛
市
以
外
に
住
所
を
お
い
て
い

た
方
は
、
そ
の
住
所
地
で
発
行

す
る
平
成

２７
年
度
（
平
成

２６
年
分
）

所
得
証
明
書
、
ま
た
は
税
務
署

発
行
の
平
成

２６
年
分
申
告
所
得

税
納
税
証
明
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
事
務
所
社
会
児
童
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
４

宿
毛
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
成

２６
年
度
に
寄
附
を
い
た
だ

い
た
方
々
（
公
開
を
ご
了
承
い
た
だ

い
た
方
の
み
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

宿
毛
市
を
思
わ
れ
る
皆
さ
ん
の
お

気
持
ち
に
十
分
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

指
定
さ
れ
た
使
途
に
沿
っ
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
千
葉
県
木
更
津
市

　
　
谷
本
　
光
生
　
様

・
さ
い
た
ま
市
緑
区

　
　
坂
田
　
重
徳
　
様

・
東
京
都
新
宿
区

　
　
後
藤
　
由
美
子
　
様

・
高
知
市

　
　
岸
本
　
晋
典
　
様

・
横
浜
市
瀬
谷
区

　
　
佐
原
　
正
夫
　
様

・
東
京
都
江
戸
川
区

　
　
横
山
　
英
文
　
様

・
佐
賀
県
神
埼
市

　
　
武
内
　
稔
　
様

・
高
知
市

　
　
山
岡
　
頼
母
　
様

・
東
京
都
新
宿
区

　
　
西
田
　
正
紀
　
様

・
神
奈
川
県
鎌
倉
市

　
　
萩
原
　
敏
孝
　
様

・
さ
い
た
ま
市
南
区

　
　
奥
島
　
孝
康
　
様

　
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
き
ま
し
た

寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
基

金
に
積
み
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の

基
金
か
ら
、
平
成

２６
年
度
は
、「
ふ

る
さ
と
の
環
境
保
全
に
関
す
る
事

業
」
と
し
て
、
荒
瀬
山
生
活
環
境

保
全
林
遊
歩
道
管
理
業
務
に

２１
万

６
千
円
、「
市
長
が
必
要
と
認
め
る

事
業
」
と
し
て
、
市
内
で
行
う
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用
す
る
た

め
の
机
購
入
費
用
に

９１
万
５
千
円

を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

坂
本
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
松
田
川
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、

坂
本
ダ
ム
放
流
の
警
報
音
と
放
送

に
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
川
に
い
る
と
き
に
放
流
警
報
が

出
ま
し
た
ら
、
す
ぐ
に
川
か
ら
上

が
っ
て
、
安
全
な
場
所
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
坂
本
ダ
ム
の
警
報

音
は
、
普
通
の
サ
イ
レ
ン
の
音
と

は
異
な
り
ま
す
。
警
報
音
を
認
識

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
予
定
で
、

坂
本
ダ
ム
か
ら
篠
川
合
流
点
ま
で

の
地
域
に
警
報
音
を
出
し
ま
す
の

で
、
聞
き
と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
し

ま
す
。

日
　
時

５
月
７
日

（木）
　

１４
時

３０
分
〜

５
月

１４
日

（木）
　
　
〃

５
月

２１
日

（木）
　
　
〃

５
月

２８
日

（木）
　
　
〃

※
坂
本
ダ
ム
の
貯
水
量
ま
た
は
流

域
の
雨
量
な
ど
の
坂
本
ダ
ム
に

関
す
る
情
報
は
蕁
６
２
―

６
５
２

１
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
土
木
事
務
所
宿
毛
事
務
所

施
設
管
理
課

　
蕁
６
３
―

２
１
４
１
（
宿
毛
事
務
所
）

　
蕁
６
２
―

６
５
１
０
（
坂
本
ダ
ム
）

休
日
当
番
医
変
更
の
お
知
ら
せ

　
５
月
５
日
は
筒
井
病
院
、
５
月

３１
日
は
大
西
内
科
胃
腸
科
へ
と
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

情
報
コ
ー
ナ
ー

5月

皐  月
May



山岡　まゆみさん

（二ノ宮）
三本　義男さん

（中央）
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実 施 日

５月１１日（月）

５月１２日（火）

〃

５月１３日（水）

〃

５月１４日（木）

〃

〃

時　間

１４：００～１６：００

 ９：３０～１２：００

１３：００～１５：３０

 ９：００～１２：００

１３：００～１５：３０

 ９：００～１２：００

１５：４０～１６：１０

１６：４０～１７：００

場　　　　所

小筑紫基幹集落センター

高知はた農協宿毛東出張所

　 〃 　

宿 毛 市 役 所 裏 駐 車 場

　 〃 　

片 島 公 民 館

すくも湾漁協沖の島支所

すくも湾漁協弘瀬出張所

宿
毛
市
立
墓
地
公
園
使
用
希

望
者
募
集

　
宿
毛
市
立
墓
地
公
園
（
和
田
）
の

１
区
画
に
つ
い
て
、
使
用
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
１

世
帯
１
区
画
と
し
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
宿
毛
市
立
墓
地
公
園
を
使

用
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
方
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
対
象
者

本
市
に
住
所
ま
た
は
本
籍
を
有

す
る
方
、
も
し
く
は
市
内
に
す

で
に
祖
先
の
墳
墓
を
有
す
る
方

墓
地
詳
細

・
区
画
面
積
　
７
・
５
㎡

・
永
代
使
用
料

　
５
０
０
、０
０
０
円

・
永
代
管
理
料

　
２
１
、６
０
０
円

申
込
締
切
日

　
５
月

２９
日

（金）
　
※
当
日
必
着

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
環
境
課

　
蕁
６
３
―

１
６
９
７

寄
贈
の
お
礼

　　
㈱
ヒ
ワ
サ
キ
か
ら
、
ポ
ー
タ
ブ

ル
ガ
ス
発
電
機
の
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。
し
っ
か
り
と
防
災
対
策
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
危
機
管
理
課

　
蕁
６
３
―

０
９
５
１

行
政
相
談
委
員
が
決
ま
り
ま

し
た

　
宿
毛
市
の
行
政
相
談
委
員
に
平

成
２７
年
４
月
１
日
付
け
で
、
次
の
方
々

が
新
規
に
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
①
国
の
仕

事
、
②
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
特

殊
法
人
の
仕
事
、
③
県
や
市
町
村

が
国
の
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い

る
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

今
月
の
１
日
行
政
相
談
所

日
　
時

　
５
月

１２
日

（火）
　

１３
時
〜

１５
時

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
会
議
室
３

宿
毛
市
行
政
相
談
委
員

　
三
本
義
男

　
蕁
６
３
―

１
８
０
０

　
山
岡
ま
ゆ
み

　
蕁
６
３
―

１
４
６
８

※
相
談
は
各
委
員
の
自
宅
や
電
話

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

無
料
人
権
相
談

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
人
権
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

日
　
時

　
６
月
１
日

（月）
　

１０
時
〜

１５
時

※
相
談
時
間
は
、
１
人

３０
分
で
す
。

場
　
所

　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

内
　
容

人
権
問
題
・
婚
姻
・
扶
養
・
相

続
・
金
銭
貸
借
・
土
地
建
物
貸

借
・
登
記
・
戸
籍
・
交
通
事
故

な
ど

主
　
催

　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
人
権
推
進
課

　
蕁
６
２
―

０
２
２
５

特定計量器（はかり）の定期検査

　特定計量器を「取引」または「証明」に使用す
る方は、知事が実施する定期検査を受けなければ
ならないことが計量法で定められています。今年
は２年に１回の実施年となっていますので、対象
となる計量器をお持ちの方は必ず検査を受けてく
ださい。
　なお、すでに計量士の検査を受けている方は検
査の必要はありません。
　また、５００㎏以上計量できるようなはかりの
場合は検査会場での検査ができませんので、商工
観光課に連絡の上、所在場所検査申請を行ってく
ださい。持ち運びの出来ないはかりの場合も同様
です。

【問い合わせ先】　商工観光課　蕁６３－１１１９

特定計量器　定期検査日程表



⑥

広報すくも４月号に掲載しました安東寅市さん
（片島）の氏名に誤りがありました。お詫びして
訂正します。

ご冥福をお祈りします

中央3丁目 松本　都夜子 86

（平成27年3月受付分）
住　所 氏　名 享 年

お誕生おめでとう
（平成27年3月受付分）

宿毛

山奈町山田

大島

平田町中山

駅前町１丁目

吾郷　一輝

九谷　響土

岡田望々香

佐田太滋郎

曽我　拓実

健児

浩平

一仁

孝太郎

慎之介

住　所 赤ちゃん 保護者

※
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
家
族

な
ど
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
市
民
課

　
蕁
６
３
―

１
１
１
２

いつきあごう

ひびとくたに

の の かおかだ

たいじろうさ   だ

たくみそ   が

会　場

西町公会堂

宿毛文教センター

坂本集会所

黒川集会所

宿毛漁業指導所

手代岡隣保館

鵜来島離島センター

宿毛市総合社会
福祉センター

沖の島開発総合
センター

開催日

５月１４日（木）
１９時～

５月１３日（水）
１９時～

５月１５日（金）
１９時～

５月２１日（木）
１９時～

５月２５日（月）
１９時～

５月２７日（水）
１９時～

５月２９日（金）
１９時～

６月２９日（月）
１０時～
６月２９日（月）
１７時～

区　　　　　名

西町、西町地域振興住宅、港南台

沖須賀、仲須賀、名店街、南沖須賀、
坂ノ下、都賀川

坂本、楠山、奥下藤、出井

西須賀、東須賀、橋田、下駄場、上駄場、
奥黒川、岡松、西天神

貝塚、沖新田、錦、四季の丘、新田、
貝塚前、高砂

伊与野、湊、呼崎

東長尾、中長尾、北長尾、南長尾、西竹石、
中竹石、東竹石、小島、手代岡、
けんみん病院官舎、ＣＡＳＡ山奈

鵜来島

母島、古屋野、弘瀬、長浜、久保浦

地
域
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

　　
市
の
各
種
施
策
に
対
す
る
ご
意

見
や
ご
提
言
を
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
直
接
い
た
だ
き
、
本
市
に
お
け

る
課
題
解
決
に
向
け
た
施
策
の
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
「
地

域
懇
談
会
」
を
、
平
成

２４
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、

次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
開
催
す
る
地
区
へ
の
案

内
は
、
回
覧
文
書
で
周
知
し
ま
す

の
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
出
席
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
秘
書
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

桜
植
樹
記
念
碑
が
建
立
さ
れ

ま
し
た

　
清
流
と
桜
の
会
を
中
心
と
し
た

和
田
地
区
の
住
民
の
方
々
や
、
本

市
出
身
の
竹
内
明
太
郎
氏
が
創
設

し
た
コ
マ
ツ
と
関
係
の
深
い
「
公
益

財
団
法
人
日
本
花
の
会
」
が
協
力
し
、

松
田
川
堤
防
沿
い
の
宿
毛
大
橋
か

ら
文
殊
橋
ま
で
の
約
２
㎞
の
区
間

に
桜
の
植
樹
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
桜
植
樹
記
念
碑

が
建
立
さ
れ
、
３
月
８
日
に
、
宿
毛

市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
萩
原
敏
孝

氏
（
コ
マ
ツ
顧
問
）
、
奥
島
孝
康
氏

（
早
稲
田
大
学
第

１４
代
総
長
）
、
坂

本
嘉
廣
氏
（
冨
山
房
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
会
長
）
な
ど
多
く
の
方
々
が

参
列
し
、
桜
植
樹
記
念
碑
の
除
幕

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
企
画
課
政
策
企
画
係

　
蕁
６
３
―

１
１
１
８

河
戸
堰
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
松
田
川
の
河
戸
堰
周
辺
の
河
川

敷
は
、
川
の
水
位
が
上
が
る
と
浸

水
す
る
区
域
で
す
。
　

　
ま
た
、
大
雨
時
に
一
定
以
上
の

水
位
に
な
る
と
、
河
戸
堰
で
ゲ
ー

ト
操
作
を
行
い
ま
す
。
ゲ
ー
ト
操

作
を
行
う
と
、
河
川
敷
は
さ
ら
に

浸
水
し
ま
す
の
で
、
河
川
敷
か
ら

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

幡
多
土
木
事
務
所
宿
毛
事
務
所

施
設
管
理
課

　
蕁
６
３
―

２
１
４
１
（
宿
毛
事
務
所
）

　
蕁
６
２
―

０
５
３
４
（
河
戸
堰
自
動
応
答
）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　
宿
毛
市
で
は
、
宿
毛
東
団
地
の

宅
地
分
譲
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
東
団
地
は
、
南
海
地
震
に
お
け

る
津
波
浸
水
想
定
区
域
外
で
あ
り
、

ま
た
、
高
規
格
道
路
「
中
村
宿
毛

道
路
」
平
田
Ｉ
Ｃ
に
近
い
た
め
、

四
万
十
市
街
地
、
宿
毛
市
街
地
ど

ち
ら
に
向
か
う
に
も
便
利
で
す
。

所
在
地

　
平
田
町
東
平
〈

２０
区
画
〉

　
（
平
成

２７
年
３
月

３１
日
現
在
）

面
　
積

　
２
１
９
〜
３
９
７
㎡

売
却
価
格

　
６
０
４
〜
１
、５
１
４
万
円

宅
地
分
譲
の
条
件
な
ど

・
自
ら
居
住
す
る
住
宅
、
ま
た
は

店
舗
な
ど
の
建
物
を
建
築
し
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

・
所
有
権
移
転
登
記
完
了
後
５
年

間
は
、
第
三
者
に
対
し
売
っ
た

り
貸
し
た
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
総
務
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
総
務
課

　
蕁
６
３
―

０
９
４
８

家
を
建
て
ま
せ
ん
か
？

今
な
ら
補
助
金
が
出
ま
す
！！

　
宿
毛
東
団
地
の
宅
地
を
取
得
し

た
方
が
住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
資

金
の
一
部
と
し
て
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

・
平
成

２７
年
４
月
１
日
〜
平
成

３０

年
３
月

３１
日
の
間
に
、
宿
毛
東

団
地
の
宅
地
を
取
得
し
、
自
ら

居
住
す
る
た
め
の
補
助
対
象
住

宅
な
ど
を
建
築
す
る
者

・
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
対
象
住
宅
な
ど

・
建
築
面
積
が

５０
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
住
宅
。
た
だ
し
、
事
務
所
、

店
舗
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

用
途
に
供
す
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
延
べ
床
面
積
の
う
ち
２
分

の
１
以
上
を
居
住
の
用
に
供
す

る
住
宅
。

・
宅
地
取
得
日
よ
り
起
算
し
、
３

年
以
内
に
住
宅
な
ど
の
建
築
が

終
了
す
る
こ
と
。

補
助
金
の
額

宅
地
を
購
入
し
た
面
積
（
裃
）
に

６
、０
０
０
円
を
乗
じ
て
得
た
額

を
上
限
と
す
る
。

長
期
浸
水
防
災
訓
練
を
し
ま
す

　　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
伴
い
、

津
波
や
長
期
浸
水
被
害
が
想
定
さ

れ
る
地
域
に
お
け
る
合
同
救
助
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
救
出
訓
練
も
予
定
し

て
お
り
、
訓
練
時
に
は
騒
音
な
ど

の
発
生
に
よ
り
近
隣
の
皆
さ
ん
に

は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時

　
５
月

２９
日

（金）

　
９
時

３０
分
〜

１２
時

　
※
予
備
日
　
６
月
１
日

（月）

場
　
所

　
宿
毛
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
西
側

　（
新
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

参
加
機
関

高
知
県
警
察
（
宿
毛
警
察
署
、
災

害
対
策
課
、
機
動
隊
、
航
空
隊
）
、

高
知
県
消
防
防
災
航
空
隊
、
宿

毛
市
、
幡
多
西
部
消
防
組
合
、

宿
毛
海
上
保
安
署
、
自
主
防
災

組
織
、
片
島
中
学
校
生
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
警
察
署

　
蕁
６
３
―

０
１
１
０

楠
山
公
園
梅
狩
り
の
ご
案
内

　
今
年
も
梅
の
実
の
収
穫
時
期
が

や
っ
て
き
ま
す
。
お
好
み
の
大
き

さ
、
熟
れ
具
合
を
確
認
し
て
ご
自

分
の
手
で
収
穫
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
７
日
の
み
地
元
物
産
品
も
販

売
し
ま
す
。

日
　
時

●
６
月
７
日

（日）

　
９
時
〜

１４
時
（
小
雨
決
行
）

　
・
梅
の
種
飛
ば
し
大
会

・
楠
山
梅
祭
り
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
展
示
表
彰

●
６
月
８
日

（月）
〜

１４
日

（日）

　
１１
時
〜

１４
時

集
合
場
所

　
楠
山
公
園
駐
車
場

※
１
㎏
あ
た
り
２
０
０
円
で
お
持

ち
帰
り
で
き
ま
す
。

※
梅
が
無
く
な
り
次
第
、
収
穫
体

験
は
終
了
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
里
の
家

　
蕁
６
４
―

７
０
３
７

東中学校 宿毛東団地

中筋川

N

コミュニティセンター

東部運動場

公園

調 整 池調 整 池

平
田
１
号
線

幡多けんみん病院

宿毛工業高校

国道５６号線

高規格道路「中村宿毛道路」

16.0m

第
二
種
住
居
地
域

（分譲済）
第一種中高層住居専用地域

（分譲済）
第一種中高層住居専用地域

公園

6.3m6.3m

6.3m6.3m

6.3m

第
二
種
住
居
地
域

第一種中高層住居専用地域

6.
3
m

済
１４１

済
１４０

済
１５６

済
１５５

済
１５４

済
１５３

済
１５２

済
１５１

済
１８５

済
１５７

済
１７４

済
１９１

１３９１３８済
１３５

済
１５０

済
１４９

済
１４８

済
１４７

済
１４６

済
１４５

済
１３４

済
１３１

済
１３０

済
１２９

済
１２８

済
１４４

済
１４２

１３７１３６

１７３１７２１７１１６９ 済
１７０

済
１６８

済
１９０

済
１８９

済
１８８

済
１８７

済
１８６

済
１９２

済
１９３

済
１９４
済
１９５
済
１９6

１３３１３２１２７１２６

１４３

済
１６７

済
１８４

済
１８３

済
１８２

済
１８１

済
１８０

済
１７９

済
１７８

済
１６２

済
１６１

１６６１６５１６４１６３済
１５８

済
１７５

済
１７６
済
１７７

１５９ １６０

１９７

至
西
南
中
核
工
業
団
地

至宿毛 至四万十市

中筋川

公園
6.3m6.3m

6.3m6.3m

6.3m

第
二
種
住
居
地
域

第一種中高層住居専用地域

6.
3
m

済
１４１

済
１４０

済
１５６

済
１５５

済
１５４

済
１５３

済
１５２

済
１５１

済
１８５

済
１５７

済
１７４

済
１９１

１３９１３８済
１３５

済
１５０

済
１４９

済
１４８

済
１４７

済
１４６

済
１４５

済
１３４

済
１３１

済
１３０

済
１２９

済
１２８

済
１４４

済
１４２

１３７１３６

１７３１７２１７１１６９ 済
１７０

済
１６８

済
１９０

済
１８９

済
１８８

済
１８７

済
１８６

済
１９２

済
１９３

済
１９４
済
１９５
済
１９6

１３３１３２１２７１２６

１４３

済
１６７

済
１８４

済
１８３

済
１８２

済
１８１

済
１８０

済
１７９

済
１７８

済
１６２

済
１６１

１６６１６５１６４１６３済
１５８

済
１７５

済
１７６
済
１７７

１５９ １６０

１９７

至
西
南
中
核
工
業
団
地

宿
毛
東
団
地
、
分
譲
し
ま
す



⑧

№ 津波避難ビル
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２

シティブライト
ロイヤルコート
ビジネスホテルあさひ
社会福祉センター
貝崎ハイツ
ホテルマツヤ
ホテルアバン宿毛
レジダンスクレール
警察官舎
宿毛高校北校舎
ラ・フォーレＮＡＧＡＴＡ
ビジネスホテル上村
アーネストサイワイ
秋沢ホテル
ビューあじさい
宿毛警察署
山本ハイツ
宿毛市役所
ハイツ江ノ島
大井田病院
高知はた農業協同組合宿毛支所
ハイツＯｃｅａｎ Ｖｉｅｗ

津
波
避
難
ビ
ル
の
指
定

高
知
は
た
農
業
協
同
組
合
宿
毛
支

所
（
屋
上
）

　
平
成
２７
年
３
月
、
高
知
は
た
農

業
協
同
組
合
宿
毛
支
所
の
屋
上
を

津
波
か
ら
の
緊
急
避
難
施
設
と
し

て
使
用
す
る
た
め
の
屋
外
階
段
が

完
成
し
、
新
た
に
津
波
避
難
ビ
ル

と
し
て
指
定
し
ま
し
た
。

　
屋
上
に
は
、
長
期
避
難
に
備
え

て
防
災
備
蓄
倉
庫
を
設
置
し
、
簡

易
ト
イ
レ
セ
ッ
ト
な
ど
の
資
機
材

を
配
備
し
て
い
ま
す
。

無
防
備
な
　
心
に
火
災
が
　
か
く
れ
ん
ぼ

取
り
付
け
て
い
ま
す
か
？
家
族

を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成

２３
年
６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の

住
宅
に
『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』
の

設
置
が
義
務
化
と
な
り
ま
し
た
。

設
置
場
所
は
寝
室
と
、
２
〜
３
階

に
寝
室
の
あ
る
場
合
は
そ
の
階
段

部
分
に
も
必
要
で
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
１０
年

を
目
安
に
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

古
く
な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や

電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感
知

し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
と

て
も
危
険
で
す
の
で
、
日
ご
ろ
か

ら
定
期
的
に
清
掃
、
音
の
確
認
や

電
池
切
れ
、
故
障
の
有
無
な
ど
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
だ
取
り
付
け
て
い
な
い
住
宅

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
自
身
の
た
め
、

家
族
の
た
め
に
早
く
取
り
付
け
て

く
だ
さ
い
。

平
成
２７
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　『
無
防
備
な

　
　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ
』

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
宿
毛
消
防
署

　
蕁
６
３
｜

３
１
１
１

　
薨
６
３
｜

３
３
９
６

量
販
店
に
感
謝
状

　
長
田
町
で
４
棟
を
全
焼
し
た
火

災
の
消
火
に
協
力
し
、
延
焼
防
止

に
寄
与
し
た
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
「
サ

ン
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ハ
ラ
」
を
経
営

す
る
（株）
く
り
は
ら
に
市
長
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
サ
ン
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ハ
ラ
は
現

場
の
す
ぐ
南
側
に
あ
り
、
開
店
前

準
備
中
の
社
員
が
店
舗
の
消
火
栓

を
使
っ
て
消
火
活
動
に
当
た
っ
た

ほ
か
、
店
舗
の
防
火
水
槽
の
水
を

消
防
団
に
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
サ
ン
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ハ
ラ

で
は
毎
年
防
火
訓
練
を
続
け
て
お

り
、
実
際
に
消
火
栓
を
使
っ
た
訓

練
を
実
施
し
た
ば
か
り
で
し
た
。

今
回
の
活
躍
は
、
こ
の
よ
う
な
日

ご
ろ
の
訓
練
の
賜
物
で
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【津波避難ビル】屋上への屋外階段　完成

高知はた農業協同組合宿毛支所
１ ２

３

４５ ６

７

８

９ １０

１１

１2
１3

１4１５

１６

１７

１８

１９

20

21

22

宿毛駅宿毛駅 宿毛東駅宿毛東駅

21

防災コーナー 【問い合わせ先】　危機管理課　蕁６３―０９５１

津波避難ビルマップ
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市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

「
平
成
二
十
七
年
度
宿
毛
市
一
般
会

計
予
算
」
な
ど
予
算
議
案
二
十
八

件
、「
教
育
長
の
任
命
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
」
の
人
事
議
案
一

件
、「
宿
毛
市
一
般
職
の
任
期
付
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
制

定
」
な
ど
条
例
議
案
十
五
件
、「
指

定
管
理
者
の
指
定
」
な
ど
そ
の
他

の
議
案
六
件
の
合
計
五
十
議
案
で

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
日
に
は
議
会
基
本
条
例
に

関
す
る
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
た

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別
委
員
会

よ
り
、
基
本
条
例
は
必
要
で
あ
り

条
例
の
制
定
を
提
言
す
る
と
の
最

終
報
告
が
あ
り
、
全
会
一
致
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、

九
日
、
十
日
に
行
わ
れ
、
八
人
の

議
員
が
質
問
に
立
ち
、
ま
た
、
十

一
日
に
は
議
案
に
対
す
る
質
疑
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情

は
「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革

の
実
現
に
向
け
た
意
見
書
の
提
出
」

な
ど
三
件
が
審
議
さ
れ
、
一
件
が

趣
旨
採
択
、
一
件
が
一
部
採
択
、

一
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
最
終
日
に
は
議
員

か
ら
「
宿
毛
市
議
会
基
本
条
例
の

制
定
」
な
ど
条
例
議
案
三
件
及
び
「
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意

見
書
」
一
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
（
議
案
第
十
五
号
）

　
平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
予

算
は
総
額
で
、
百
五
億
二
千
七
百

十
五
万
九
千
円
で
対
前
年
比
六
・

四
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
詳

細
は
、
二
〜
三
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

下
さ
い
。）

◎
宿
毛
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
第
八
七
条
の
規
定
に
よ
る
過
料

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
規

定
に
基
づ
き
、
一
定
の
報
告
等
を

し
な
い
場
合
に
つ
い
て
市
町
村
が

条
例
を
制
定
し
過
料
を
科
す
こ
と

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
当

な
理
由
が
な
く
必
要
な
報
告
を
し

な
か
っ
た
場
合
に
十
万
円
以
下
の

過
料
を
科
す
も
の
で
す
。

三
月
定
例
会
日
程

３
月
３
日
（
火
）
本
会
議
�

開
会
、
行
政
方
針
の
表
明
、

�

�

議
会
基
本
条
例
調
査
特
別

�

�

委
員
会
報
告
、
議
案
上
程
、

�

�

提
案
理
由
の
説
明

�

４
日
（
水
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

５
日
（
木
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

６
日
（
金
）
休
　
会
�

議
案
等
精
査

�

７
日
（
土
）
休
　
会

�

８
日
（
日
）
休
　
会

�

９
日
（
月
）
本
会
議
�

一
般
質
問

�

１０
日
（
火
）
本
会
議
�

一
般
質
問

�

１１
日
（
水
）
本
会
議
�

議
案
質
疑

�

１２
日
（
木
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

１３
日
（
金
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

１４
日
（
土
）
休
　
会

�

１５
日
（
日
）
休
　
会

�

１６
日
（
月
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

１７
日
（
火
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

１８
日
（
水
）
休
　
会

�

１９
日
（
木
）
休
　
会
�

委
員
会
審
査

�

２０
日
（
金
）
休
　
会

�

２１
日
（
土
）
休
　
会

�

２２
日
（
日
）
休
　
会

�

２３
日
（
月
）
本
会
議
�

委
員
長
報
告
、
質
疑

�

�

討
論
、
表
決
、
閉
会
　

■ 編　集　　議会だより編集委員会　 ■ 発　行　　宿 毛 市 議 会

第76号

議
案
の
主
な
内
容
は
、

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。

当
　
初
　
予
　
算

条
　
　
　
例

　
第
一
回
定
例
会
は
平
成
二
十
七
年
三
月
三
日
に
開
会
し
、

二
十
一
日
間
の
会
期
で
三
月
二
十
三
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

■
定
例
会
の
概
要
■



⑩

◎
宿
毛
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
法
等
の
改
正
に
よ
り
、

第
一
号
被
保
険
者
の
保
険
料
率
に

関
す
る
基
準
が
標
準
六
段
階
か
ら

標
準
九
段
階
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
、
地
域
支
援
事
業
に
新
た
な

事
業
が
追
加
と
な
り
、
そ
の
う
ち
「
介

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
」
と
「
認
知
症
施
策
」
に
つ
い

て
は
、
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め

関
係
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な
こ

と
か
ら
そ
の
実
施
を
猶
予
す
る
こ

と
に
つ
い
て
条
例
の
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
千
寿
園

の
指
定
管
理
者
を
平
成
二
十
九
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
社
会
福

祉
法
人
宿
毛
福
祉
会
に
指
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第

二
四
四
条
の
二
第
六
項
の
規
定
に

基
づ
き
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　
平
成
二
十
七
年
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
人
事
議
案
を
全
会

一
致
を
も
っ
て
同
意
し
ま
し
た
。

○
教
育
長
の
任
命

　
　
　
　
　
立
　
田
　
壽
　
行
（
た
て
だ
　
か
ず
ゆ
き
）　
氏

◎
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
意
見
書

　
厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
昨
年

十
一
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
一
・

一
二
倍
と
二
十
二
年
六
ヵ
月
ぶ
り

の
高
い
水
準
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
完

全
失
業
率
は
、
三
・
五
％
と
前
年

同
月
と
比
較
し
て
三
十
万
人
減
少

し
、
五
十
四
ヵ
月
連
続
の
減
少
と

な
っ
た
。
ま
た
、
労
働
者
の
賃
金

は
二
％
上
昇
し
、
雇
用
も
百
万
人

増
加
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
労
働
者
・
国
民
の
生

活
実
態
は
、
依
然
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
お
り
、
格
差
と
貧
困
は

よ
り
拡
大
し
て
い
る
。
そ
の
大
き

な
要
因
は
、
労
働
者
の
実
質
賃
金

低
下
と
不
安
定
雇
用
の
拡
大
で
あ
る
。

労
働
者
の
実
質
賃
金
は
物
価
上
昇

や
消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
十
七
ヵ

月
連
続
で
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
間
、

非
正
規
雇
用
者
は
増
加
す
る
一
方

で
正
規
雇
用
は
減
少
し
、
い
ま
や

非
正
規
雇
用
者
は
二
千
万
人
を
超
え
、

そ
の
割
合
は
三
十
八
・
二
％
（
二
〇

一
四
年
二
月
）
で
過
去
最
高
と
な
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
多
く
が
年

収
二
百
万
円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
で
、
そ
の
数
も
千
百
十
九
万
人
と

過
去
最
高
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
貯

蓄
ゼ
ロ
世
帯
は
千
五
百
五
十
万
世
帯

で
、
二
〇
一
二
年
と
比
較
す
る
と
二

百
五
十
万
世
帯
増
加
し
、
そ
の
比
率

も
三
十
一
％
に
の
ぼ
る
。
非
正
規
雇

用
者
の
増
加
は
、
格
差
や
貧
困
を
拡

大
さ
せ
、
景
気
の
底
上
げ
を
停
滞
さ

せ
て
い
る
。

　
政
府
が
掲
げ
る
「
地
方
創
生
」
を

果
た
す
た
め
に
は
、
地
方
経
済
の
底

上
げ
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
都
市

部
と
地
方
、
正
規
と
非
正
規
の
格
差

是
正
と
最
低
賃
金
の
底
上
げ
に
よ
っ

て
、
地
方
で
働
き
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
制
度
作
り
が
重
要
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
に
よ
り
、
政
府
に
次

の
事
項
に
つ
き
、
速
や
か
に
対
策
を

講
じ
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

記

一
　
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
た
め

の
施
策
を
早
急
に
講
じ
る
こ
と
。

番
　
号

議
決
結
果

件
　
　
　
　
　
　
　
名

趣
旨
採
択

一
部
採
択

不
採
択

第
２６
号

第
２７
号

第
２８
号

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
自
己
改
革
の
実
現
に
向
け
た
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
（
継
続
審
査
分
）

「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
」
「
全
国
一
律
の
最
低

賃
金
制
度
」
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

「
公
契
約
条
例
の
制
定
」
を
国
と
県
に
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

そ
　
の
　
他

▼ 
陳
　
情 

▲

　
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▼

人

 

事

 

案

 

件

▲

　
今
定
例
会
に
議
員
よ
り
提
出
さ
れ
た
次
の
意
見
書
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
関
係
行
政
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。



広報すくも  2015.5⑪

議案番号 件　　　　　　　　　　　　名 議決結果

第１号
第２号
第３号
～１４号
第１５号
第１６号
第１７号
第１８号
第１９号
第２０号
第２１号
第２２号
第２３号
第２４号
第２５号
第２６号
第２７号
第２８号
第２９号
第３０号
第３１号
第３２号

第３３号

第３４号

第３５号
第３６号
第３７号
第３８号

第３９号

第４０号

第４１号

第４２号
第４３号
第４４号
第４５号
～４９号
第５０号
第５１号
第５２号
第５３号
意見書案１号

教育長の任命につき同意を求めることについて
平成２６年度宿毛市一般会計補正予算について

平成２６年度各特別会計及び水道事業会計補正予算について

平成２７年度宿毛市一般会計予算について
平成２７年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について
平成２７年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について
平成２７年度宿毛市定期船事業特別会計予算について
平成２７年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について
平成２７年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について
平成２７年度宿毛市下水道事業特別会計予算について
平成２７年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について
平成２７年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について
平成２７年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について
平成２７年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について
平成２７年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について
平成２７年度宿毛市給与等集中処理特別会計予算について
平成２７年度宿毛市水道事業会計予算について
宿毛市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定について
宿毛市宅地分譲促進基金条例の制定について
宿毛市子ども・子育て支援法第８７条の規定による過料に関する条例の制定について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について
宿毛市一般職員の給与に関する条例及び企業職員の給与の種類及び基準に関する条
例の一部を改正する条例について
宿毛市立沖の島へき地診療所に勤務する医師の給与並びに旅費支給に関する条例の
一部を改正する条例について
宿毛市特別会計設置条例の一部を改正する条例について
宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例について
宿毛市介護保険条例の一部を改正する条例について
宿毛市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る
介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改正す
る条例について
宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について
宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地
域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例について
宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例について
宿毛市定期船事業条例の一部を改正する条例について
保育の実施に関する条例を廃止する条例について
指定管理者の指定について

市道路線の認定について

平成２６年度宿毛市一般会計補正予算について
宿毛市議会基本条例の制定について
宿毛市議会委員会条例の一部を改正する条例について
宿毛市議会会議規則の一部を改正する規則について
最低賃金の引き上げを求める意見書について

同　　意
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

（定例会）
◆  提 出 さ れ た 議 案 等  ◆



松浦 英夫 議員

⑫

A
　
宿
毛
市
を
ど
う
す
れ
ば
活
性

化
し
、
元
気
に
す
る
こ
と
が
出
来

る
の
か
を
考
え
て
、
宿
毛
市
の
お

か
れ
た
現
状
や
問
題
点
を
正
し
く

分
析
し
、
独
自
の
現
実
的
で
具
体

的
な
プ
ラ
ン
を
作
り
、
実
行
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
さ

に
こ
れ
か
ら
の
五
年
間
は
宿
毛
の

生
き
残
り
を
か
け
た
大
変
重
要
な

真
剣
勝
負
の
年
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

地
方
創
生
に
向
け
て
の
市
長
の
決

意
を
問
う
。

B
　
地
方
創
生
の
動
き
は
追
い
風

で
あ
り
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
し

て
い
く
た
め
の
絶
好
の
機
会
と
捉
え
、

長
期
的
な
視
点
の
も
と
本
市
の
特

性
に
合
っ
た
施
策
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

A
　
雇
用
対
策
に
繋
が
る
取
組
み

と
し
て
、
福
祉
施
設
を
積
極
的
に

誘
致
し
て
い
く
方
向
に
シ
フ
ト
を

変
え
て
は
ど
う
か
問
う
。

B
　
福
祉
施
設
が
増
え
る
こ
と
は

入
所
待
機
者
へ
の
支
援
、
雇
用
拡

大
と
い
っ
た
地
域
へ
の
波
及
効
果

は
大
き
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

あ
り
、
実
行
可
能
な
も
の
か
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

A
　
地
方
創
生
に
向
け
て
の
プ
ラ

ン
の
作
成
に
あ
た
っ
て
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
策
定
時
期
は
本
年
の
十
月
頃

を
目
標
に
進
め
て
行
き
た
い
。

A
　
宿
毛
市
振
興
計
画
と
地
方
版

総
合
戦
略
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
振
興
計
画
は
市
政
全
般
に
わ

た
る
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
の
計

画
で
あ
り
、
地
方
版
総
合
戦
略
は

よ
り
具
体
的
に
各
施
策
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
計

画
に
矛
盾
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
整

合
性
を
図
っ
て
い
く
。

A
　
地
域
で
安
心
し
て
生
活
を
し

て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
な
公
共

交
通
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
あ
る
。
昨
年
十
月
か

ら
始
め
た
実
証
運
行
期
間
の
取
組

み
に
よ
っ
て
得
た
も
の
は
な
に
か
。

B
　
移
動
手
段
を
利
用
し
た
い
と

希
望
し
て
い
る
の
は
高
齢
者
で
あ

っ
た
。
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
移
動
で
き
る
手
段
で
な
け
れ

ば
利
用
が
難
し
い
。

A
　
本
格
運
用
に
至
ら
な
か
っ
た

理
由
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
国
の
補
助
要
件
で
あ
る
稼
働

率
三
十
％
以
上
を
下
回
っ
て
い
た
。

事
業
を
行
う
上
で
車
両
や
人
員
の

確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
と
の
理
由

で
あ
る
。

A
　
実
証
運
行
を
分
析
し
、
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
確
保
に
努
め

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
公
共
交
通
に
専
門
的
な
業
者

と
委
託
契
約
を
し
て
、
対
象
地
域

に
入
り
関
係
地
区
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
体

系
を
整
備
し
て
い
く
。

A
　
鍼
灸
施
術
費
用
に
対
す
る
補

助
金
創
設
に
つ
い
て
の
そ
の
後
の

取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
は
り
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
助

成
は
高
知
県
の
新
規
補
助
対
象
事

業
と
な
ら
な
い
こ
と
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
で
も
利
用
し
た
い
方

が
少
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
予
算

計
上
は
見
送
っ
た
。

　
三
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
九
日
及
び
十
日
の
二
日

間
に
八
人
の
議
員
か
ら
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
の
充
実

に
つ
い
て

鍼
灸
施
術
費
用
に
対
す
る

補
助
金
の
創
設
に
つ
い
て
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A
　
雇
用
問
題
、
少
子
化
問
題
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
取
組

み
を
問
う
。

B
　
国
が
策
定
し
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
も

人
口
問
題
の
克
服
が
重
要
課
題
と

さ
れ
て
お
り
、
若
い
世
代
が
安
心

し
て
働
き
、
希
望
ど
お
り
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
、
経
済
環
境
を
実
現
す

る
と
あ
り
、
宿
毛
市
の
地
方
版
総

合
戦
略
を
策
定
す
る
過
程
に
お
い

て
、
十
分
議
論
し
必
要
な
施
策
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
に
取
り
上
げ

る
。
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
直
七
産
地
化
推
進
事

業
を
は
じ
め
森
林
資
源
活
用
人
材

育
成
事
業
、
移
住
定
住
促
進
事
業
、

宿
毛
市
観
光
振
興
事
業
、
産
業
集

積
地
域
立
地
企
業
拠
点
強
化
事
業
、

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
事

業
な
ど
十
四
事
業
を
申
請
中
で
あ
る
。

A
　
平
成
二
十
四
年
度
・
平
成
二

十
五
年
度
・
平
成
二
十
六
年
度
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
年
度
別
の
件
数

と
金
額
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
平
成
二
十
四
年
度
は
九
件
で

二
百
六
十
九
万
四
百
七
十
三
円
。

平
成
二
十
五
年
度
は
十
二
件
で
百

四
十
六
万
円
。
平
成
二
十
六
年
度
は
、

本
年
二
月
末
ま
で
に
入
金
が
確
認

で
き
た
実
績
で
二
十
件
、
百
二
十

二
万
五
千
円
で
あ
る
。

A
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
年
度
別
の

活
用
状
況
並
び
に
今
後
の
活
用
予

定
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
平
成
二
十
四
年
度
及
び
平
成

二
十
五
年
度
に
つ
い
て
は
、
寄
付

金
を
事
業
に
充
当
で
き
て
い
な
い
。

平
成
二
十
六
年
度
に
つ
い
て
は
、

ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
に
関
す
る

事
業
と
し
て
、
荒
瀬
山
生
活
環
境

保
全
林
遊
歩
道
管
理
業
務
に
二
十

一
万
六
千
円
。
市
長
が
必
要
と
認

め
る
事
業
と
し
て
、
市
内
で
行
う

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
活
用
す
る
た

め
の
机
百
台
を
購
入
す
る
事
業
に
、

九
十
一
万
五
千
八
百
四
十
円
を
充

当
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
度
と
同

様
に
ふ
る
さ
と
の
環
境
保
全
に
関

す
る
事
業
と
し
て
、
荒
瀬
山
生
活

環
境
保
全
林
遊
歩
道
管
理
業
務
に

二
十
三
万
円
を
活
用
す
る
予
定
で

あ
る
。

A
　
提
案
と
し
て
、
将
来
的
に
お

中
元
や
お
歳
暮
、
父
の
日
や
母
の

日
な
ど
の
贈
答
用
途
と
し
て
も
使

え
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
問
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
、
寄
付
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
以
外
へ
返
礼
品
を
お

送
り
す
る
こ
と
は
考
え
て
こ
な
か

っ
た
が
、
御
提
案
を
い
た
だ
い
た

の
で
、
今
後
、
検
討
す
る
こ
と
の

一
つ
と
し
て
、
考
え
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

A
　
宿
毛
市
に
お
け
る
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
数
と
、
そ
の
活
動
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
民
生
委
員
を
中
心
に
百
五
名

の
方
に
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

受
講
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
地
域
で
認
知
症
の
人
と
、

そ
の
家
族
を
理
解
者
と
し
て
見
守

る
応
援
者
と
し
て
、
で
き
る
範
囲

A
　
い
じ
め
、
不
登
校
の
問
題
に

つ
い
て
、
先
生
方
が
忙
し
過
ぎ
て

余
裕
が
な
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

現
状
を
教
育
長
に
問
う
。

B
　
文
部
科
学
省
の
教
員
実
態
調

査
に
お
い
て
は
教
員
の
多
忙
化
が

顕
在
化
し
て
お
り
、
宿
毛
市
に
お

い
て
も
状
況
は
同
じ
で
あ
る
が
、

学
級
指
導
や
部
活
動
、
昼
休
み
な

ど
生
徒
と
少
し
で
も
多
く
の
時
間

を
共
有
し
、
情
報
収
集
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
派
遣
や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
も
相
談
業
務

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
支
援
に
努

め
て
い
る
。

A
　
学
校
の
教
育
機
関
を
市
民
の

生
涯
教
育
に
お
い
て
も
活
用
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
い
じ
め
や
落
ち

こ
ぼ
れ
が
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
自

治
体
を
参
考
に
大
人
の
聴
講
制
度

を
と
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
問
う
。

B
　
学
校
教
育
の
場
を
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
提
供
す
る
制
度
の
内

容
で
あ
る
と
か
、
事
業
の
狙
い
で

あ
る
と
か
、
児
童
生
徒
へ
の
思
い

や
り
と
学
習
意
欲
の
向
上
な
ど
を

包
括
的
に
い
ろ
い
ろ
研
究
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

A
　
主
要
地
方
道
「
宿
毛
宗
呂
下

川
口
線
」
に
お
け
る
防
災
無
線
・

携
帯
電
話
な
ど
難
聴
地
域
の
解
消

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
こ
れ
ま
で
も
各
携
帯
電
話
事

業
者
と
協
議
を
し
て
き
た
が
、
地

理
的
条
件
や
事
業
採
算
性
な
ど
、

今
の
と
こ
ろ
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

A
　
避
難
道
と
し
て
の
整
備
に
つ

い
て
問
う
。

B
　
他
の
地
区
も
含
め
、
各
路
線

に
優
先
順
位
を
つ
け
順
次
整
備
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

地
方
創
生
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に

つ
い
て

市
道
栄
喜
芳
ノ
沢
線
の

整
備
に
つ
い
て

教
育
問
題
に
つ
い
て

難
聴
地
域
の
解
消
に

つ
い
て

認
知
症
対
策
に
つ
い
て
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A
　
緊
急
経
済
対
策
を
伴
う
平
成

二
十
六
年
度
補
正
予
算
案
は
家
庭

や
地
方
、
中
小
企
業
に
着
実
に
恩

恵
を
行
き
届
か
せ
る
こ
と
が
重
要

と
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
ど
の
よ

う
な
意
図
を
も
っ
て
地
域
経
済
の

再
生
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
考
え
か

問
う
。

B
　
国
の
補
正
予
算
を
受
け
、
地

域
経
済
の
再
生
に
向
け
、
地
域
消

費
喚
起
、
生
活
支
援
、
並
び
に
、

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
の
創
生
に

向
け
た
総
合
戦
略
の
先
行
的
な
事

業
実
施
を
考
え
て
い
る
。

　
事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
国
に
申
請
中
で
あ
る
た
め
、

予
算
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
中
に

追
加
提
案
に
て
提
出
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
及
び
地
方
創
生
先
行
型
に

係
る
交
付
金
限
度
額
の
総
額
は
、

九
千
百
三
十
二
万
三
千
円
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

A
　
補
正
予
算
の
地
域
消
費
喚
起

生
活
支
援
型
事
業
で
は
、
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
の
発
行
を
考
え
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

　
商
品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率
、
発

行
件
数
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
販
売
額
は
二
億
円
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
二
十
％
、
四
千
万
円
を
上

乗
せ
す
る
も
の
と
し
、
最
終
的
な

商
品
券
の
発
行
額
は
二
億
四
千
万

円
を
計
画
し
て
い
る
。
商
品
券
の

販
売
は
夏
ご
ろ
、
使
用
期
限
は
販

売
か
ら
半
年
程
度
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
の
商
品
券
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
本
市
の
消
費
拡
大
を
促
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て

い
く
。

A
　
国
の
税
収
は
二
十
四
年
ぶ
り

の
高
水
準
と
な
り
、
そ
の
よ
う
な

予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
歳
入
見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
三
年
に
一
回
の
固
定
資
産
評

価
替
え
の
年
に
当
た
り
、
固
定
資

産
税
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
平
成

二
十
六
年
度
比
で
九
千
二
百
十
一

万
四
千
円
減
少
の
見
込
み
。

　
地
方
交
付
税
に
お
い
て
も
、
総

合
的
に
判
断
す
る
中
で
減
少
が
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、
地
方
消
費
税

交
付
金
は
、
消
費
税
が
八
％
に
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
平
成
二
十
六
年

度
比
で
一
億
四
千
五
百
万
円
の
増

額
に
な
る
見
通
し
で
あ
る
。

A
　
四
月
か
ら
始
ま
る
「
子
ど
も

子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
予
算
は
、

本
市
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
問
う
。

B
　
保
護
者
の
子
育
て
を
社
会
全

体
で
支
援
す
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
各
市
町
村
が
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
事
業
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。

　
主
な
新
規
事
業
と
し
て
、
教
育
・

保
育
の
充
実
に
向
け
た
認
定
こ
ど

も
園
の
普
及
、
既
存
の
事
業
で
は
、

保
護
者
の
就
労
や
疾
病
等
で
放
課

後
に
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

へ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
等
更
な
る

充
実
に
取
り
組
む
。
又
、
四
月
か

ら
は
、
私
立
保
育
所
二
園
で
は
、

第
二
第
四
土
曜
日
を
休
園
日
と
せ

ず
、
午
後
一
時
ま
で
の
土
曜
保
育

を
実
施
す
る
。

A
　
宿
毛
市
の
景
気
は
疲
弊
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
て
仕
方
が
な
い
。

日
銀
の
景
気
情
報
で
は
高
知
県
は

こ
こ
一
年
「
基
調
的
に
は
緩
や
か

に
回
復
し
つ
つ
あ
る
」
と
あ
る
が
、

市
長
は
宿
毛
市
の
経
済
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
の
か
。

で
手
助
け
を
行
う
活
動
を
し
て
い
る
。

A
　
家
族
向
け
の
認
知
症
介
護
教

室
な
ど
の
普
及
促
進
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
問
う
。

B
　
本
市
で
は
、
認
知
症
の
人
と

家
族
の
会
、
幡
多
家
族
の
会
に
よ

る
積
極
的
な
支
援
活
動
が
、
介
護

者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
会

の
協
力
も
得
る
中
で
、
認
知
症
高

齢
者
等
、
介
護
者
の
集
い
を
二
ヵ

月
に
一
回
、
開
催
を
し
て
い
る
。

そ
の
集
い
で
は
、
日
ご
ろ
の
介
護

の
苦
労
や
、
体
験
な
ど
を
話
し
合
い
、

情
報
の
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
見
学
等
、

介
護
を
取
り
巻
く
課
題
に
対
す
る

学
習
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
第
六

期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で

も
、
こ
う
い
っ
た
集
い
の
普
及
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

B
　
本
市
の
経
済
を
取
り
巻
く
環

境
は
非
常
に
厳
し
い
が
、
県
や
関

係
団
体
等
と
連
携
を
図
る
中
で
活

性
化
す
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

A
　
お
金
が
地
域
で
循
環
す
る
一

つ
の
方
法
と
し
て
地
産
地
消
の
た

め
の
産
直
市
の
施
設
・
制
度
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

B
　
今
後
、
調
査
研
究
を
し
た
い
。

A
　
市
内
の
お
金
の
流
れ
か
ら
は
、

役
所
の
公
共
調
達
の
お
金
も
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
入
札
に

市
外
業
者
が
入
り
落
札
す
る
と
お

金
が
市
外
に
出
て
経
済
波
及
効
果

は
な
い
に
等
し
い
。
例
え
ば
入
札

に
市
内
外
で
価
格
面
で
の
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

B
　
市
外
業
者
で
の
発
注
を
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
御
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
最
近
、
宿
毛
の
方
々
が
入
浴

の
た
め
に
近
隣
市
町
村
に
出
か
け

る
と
聞
く
。
こ
れ
は
都
市
間
競
争

に
負
け
て
い
る
。

　
お
金
が
市
外
に
出
る
こ
と
を
少

な
く
し
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
も
、
ま
た
海
上
自
衛
隊
か
ら
も

入
浴
の
た
め
の
要
望
が
あ
る
と
い

う
が
公
共
側
で
施
設
整
備
を
す
れ

ば
ど
う
か
。

国
の
補
正
予
算
と
宿
毛
市

の
新
年
度
予
算
に
つ
い
て

市
長
の
経
済
観
に
つ
い
て
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B
　
一
本
松
温
泉
利
用
者
の
約
六

割
が
宿
毛
市
か
ら
の
利
用
者
で
あ

る
。
ま
た
、
海
上
自
衛
隊
の
隊
員

か
ら
も
強
い
要
望
が
あ
り
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
だ
が
産
直
市
と
同

様
に
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

A
　
市
が
加
工
施
設
な
ど
整
備
し

シ
カ
肉
な
ど
を
特
産
品
ま
で
昇
華

さ
せ
て
は
ど
う
か
。

　
結
果
と
し
て
鳥
獣
害
の
減
少
に

つ
な
が
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、
あ
わ

よ
く
ば
肉
や
皮
を
流
通
さ
せ
れ
ば

と
思
う
の
で
様
々
な
可
能
性
を
模

索
さ
れ
た
い
。

B
　
現
段
階
で
は
市
独
自
で
加
工

施
設
整
備
は
困
難
で
あ
る
が
、
国

や
県
に
お
い
て
補
助
事
業
が
あ
り

市
内
で
有
害
鳥
獣
の
食
肉
の
事
業

な
ど
を
検
討
さ
れ
る
方
、
団
体
等

が
あ
れ
ば
、
行
政
も
一
緒
に
有
効

活
用
等
の
仕
組
み
づ
く
り
を
協
議

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
　
我
々
議
員
の
質
問
等
に
対
し
「
検

討
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
検
討

さ
れ
た
か
ど
う
か
知
ら
さ
れ
な
い
。

　
検
討
す
る
と
答
弁
し
た
案
件
に

つ
い
て
は
三
ヵ
月
と
か
半
年
後
で

あ
る
と
か
、
一
定
期
間
後
に
は
そ

の
経
過
報
告
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

B
　
一
般
質
問
の
場
で
の
や
り
と

り
に
関
し
て
は
、
改
め
て
質
問
を

い
た
だ
け
れ
ば
経
過
報
告
等
を
行

い
た
い
。

A
　
寒
い
時
期
、
夜
間
、
雨
天
な

ど
の
悪
条
件
下
で
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
備
え
て
、
災
害
弱
者
の

生
命
を
守
る
た
め
避
難
場
所
に
避

難
小
屋
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
問
う
。

B
　
市
の
防
災
対
策
は
発
災
後
の

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
重
点

に
避
難
道
、
避
難
場
所
等
の
整
備

を
中
心
に
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、

避
難
小
屋
と
い
っ
た
施
設
は
整
備

で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

本
市
の
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
か

ら
も
避
難
小
屋
の
整
備
は
現
状
で

は
困
難
と
考
え
て
お
り
、
防
寒
や

雨
天
時
の
対
策
に
つ
い
て
は
自
主

防
災
組
織
等
の
共
助
、
自
助
で
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
。

A
　
宿
毛
市
で
は
、
平
成
十
五
年

度
か
ら
の
津
波
避
難
道
整
備
に
よ

り
七
十
七
ヵ
所
が
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
が
、
今
後
の
整
備
計
画
に

つ
い
て
問
う
。

B
　
六
ヵ
所
の
避
難
道
を
整
備
す

る
予
定
で
あ
り
、
七
十
七
ヵ
所
と

あ
わ
せ
て
八
十
三
ヵ
所
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

A
　
更
な
る
要
望
が
あ
っ
た
場
合

は
ど
う
対
処
す
る
の
か
問
う
。

B
　
今
後
も
各
地
区
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
現
地
等
精
査
し
て
必

要
と
判
断
す
れ
ば
引
き
続
き
整
備

を
進
め
る
。

A
　
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
は
老

朽
化
が
目
立
ち
、
利
用
客
も
大
変

少
な
く
、
入
居
者
の
経
営
も
非
常

に
厳
し
い
よ
う
だ
が
、
現
在
の
家

賃
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
宿
毛
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

展
示
棟
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

条
例
で
月
額
六
万
円
（
上
限
）
に
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
加
算
し

た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
定
め
る

と
し
て
お
り
、
現
在
、
一
棟
に
つ

き
五
万
七
千
七
百
五
十
円
で
あ
る
。

A
　
利
用
客
の
少
な
い
現
状
か
ら

み
て
、
家
賃
の
引
き
下
げ
を
検
討

す
る
気
は
あ
る
か
問
う
。

B
　
利
用
料
金
は
指
定
管
理
者
が

サ
ニ
―
サ
イ
ド
パ
ー
ク
を
維
持
管

理
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
収
入

で
あ
り
、
こ
れ
を
引
き
下
げ
る
と

施
設
の
管
理
運
営
に
支
障
を
来
す

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
困
難
で
あ

る
が
、
今
後
に
つ
い
て
は
、
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。

A
　
長
田
町
な
ど
二
件
の
火
災
で
は
、

多
く
の
市
民
が
消
火
体
制
に
不
安

を
感
じ
て
い
る
が
、
そ
の
原
因
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
長
田
町
の
火
災
で
は
、
通
報

時
点
で
建
物
内
に
要
救
助
者
が
い

る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
人
命

救
助
を
最
優
先
に
現
場
指
揮
を
執

っ
た
こ
と
か
ら
、
水
槽
車
へ
の
補

給
体
制
や
、
消
防
団
へ
の
情
報
の

伝
達
な
ど
、
一
部
に
不
手
際
が
生
じ
、

市
民
の
皆
様
に
不
安
と
不
信
感
を

持
た
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
今
後
は
、

署
内
で
の
連
携
訓
練
及
び
消
防
団

と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
を
活
用
し

た
連
携
を
図
り
、
再
発
防
止
に
努

め
て
い
く
。

　
今
後
の
消
防
水
利
の
確
保
に
つ

い
て
は
、
二
十
六
年
度
に
改
定
し

た
宿
毛
市
地
域
防
災
計
画
一
般
対

策
編
に
お
い
て
、
計
画
的
に
整
備

し
て
い
く
。

鳥
獣
害
防
止
を
踏
ま
え

た
ジ
ビ
エ
料
理
等
の
商

品
開
発
に
つ
い
て

議
会
答
弁
に
お
け
る

「
検
討
す
る
」
に
対
す

る
経
過
報
告
に
つ
い
て

避
難
場
所
へ
の
避
難
小

屋
の
整
備
に
つ
い
て

避
難
道
整
備
に
つ
い
て

す
く
も
サ
ニ
ー
サ
イ
ド

パ
ー
ク
の
家
賃
に
つ
い
て

火
災
へ
の
対
応
に
つ
い
て
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A
　
建
設
中
の
新
小
筑
紫
保
育
園

が
火
災
に
よ
り
全
焼
し
た
が
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
聞

く
。

B
　
四
月
の
開
園
を
予
定
し
て
い

た
の
で
、
無
念
で
な
ら
な
い
。

　
今
後
は
、
木
造
で
あ
る
た
め
、

材
料
の
調
達
等
で
時
間
が
必
要
と

予
想
さ
れ
る
が
、
一
日
も
早
い
再

建
に
向
け
、
職
員
一
同
、
一
致
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
開
園
予
定
に
つ
い
て
は
、
年
度

途
中
の
開
園
も
視
野
に
入
れ
た
中

で
、
遅
く
と
も
来
年
四
月
ま
で
に

は
開
園
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

A
　
財
政
調
整
基
金
は
平
成
二
十

五
年
度
決
算
認
定
審
査
時
点
で
、

二
十
億
円
余
り
で
あ
っ
た
と
記
憶

し
て
い
る
が
、
基
金
の
現
状
と
今

後
の
保
育
園
、
学
校
等
公
共
施
設

の
建
設
計
画
と
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
平
成
二
十
六
年
度
末
の
基
金

残
高
見
込
み
は
、
十
四
億
九
千
六

百
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
建
設
事
業
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

毎
年
七
月
に
建
設
事
業
等
調
査
票

の
提
出
を
関
係
各
課
か
ら
受
け
、

大
型
建
設
事
業
費
を
算
出
し
、
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
反
映
し
、

予
算
編
成
時
に
優
先
順
位
を
付
け

た
中
で
、
建
設
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
平
成
二
十
八
年
度
に
は
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
九
年

度
以
降
、
建
て
替
え
も
含
め
て
、
各

施
設
ご
と
の
建
設
、
修
繕
計
画
を

立
て
て
い
く
。

A
　
四
月
か
ら
教
育
委
員
会
の
体

制
が
変
わ
る
と
い
う
が
、
ど
の
よ

う
に
変
わ
る
の
か
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
教
育
委

員
長
と
教
育
長
が
一
本
化
さ
れ
、

新
教
育
長
が
設
置
と
な
り
、
教
育

委
員
長
の
職
が
廃
止
と
な
る
。

　
教
育
長
は
、
市
長
の
任
命
に
よ

る
特
別
職
と
な
る
が
、
教
育
委
員

会
の
委
員
四
名
は
市
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
し
て
お
り
、
教

育
委
員
会
の
独
自
性
は
こ
れ
ま
で

同
様
に
担
保
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

A
　
市
長
は
自
衛
隊
の
拠
点
誘
致

を
求
め
る
五
回
目
の
要
望
を
防
衛

省
へ
提
出
し
た
が
、
潜
水
艦
等
の

宿
毛
湾
入
港
は
漁
業
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
。
ま
た
自
衛
艦
の
多

数
入
港
で
衝
突
事
故
も
増
え
、
漁

民
の
命
に
関
わ
る
の
に
な
ぜ
拠
点

港
化
を
求
め
る
の
か
。

B
　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
災
害
対

策
と
、
西
南
地
域
の
防
衛
体
制
強

化
の
後
方
支
援
拠
点
と
し
て
、
宿

毛
湾
港
と
当
地
域
の
活
用
を
お
願

い
し
た
。
ご
質
問
の
よ
う
に
漁
業

に
影
響
が
出
る
な
ら
私
も
賛
同
し

か
ね
る
。

A
　
地
方
を
疲
弊
さ
せ
若
者
が
子

育
て
で
き
な
い
社
会
に
し
た
の
は
、

歴
代
の
自
民
党
政
治
の
失
政
で
あ

る
。
ま
ず
は
若
者
の
雇
用
の
場
づ

く
り
と
、
第
一
次
産
業
を
含
め
た

起
業
へ
の
支
援
を
聞
く
。

B
　
高
知
西
南
中
核
工
業
団
地
や
、

宿
毛
湾
港
工
業
流
通
団
地
へ
の
企

業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

第
一
次
産
業
へ
の
新
規
就
労
支
援

は
商
工
会
議
所
や
漁
協
、
農
協
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
雇
用
促

進
及
び
起
業
支
援
に
努
め
る
。

A
　
子
育
て
支
援
策
は
他
市
町
村

の
よ
う
に
、
保
育
料
や
給
食
費
の

無
料
化
や
軽
減
を
実
施
す
べ
き
だ
。

ま
た
多
く
の
自
治
体
は
年
少
扶
養

控
除
廃
止
に
伴
う
所
得
税
増
を
保

育
料
に
連
動
さ
せ
ず
、
再
計
算
を

し
て
保
育
料
を
決
定
し
て
お
り
、

宿
毛
市
で
も
実
施
を
求
め
る
。

B
　
保
育
料
は
国
の
基
準
ど
お
り

第
二
子
半
額
、
第
三
子
は
無
料
と

し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
支
援
は

財
政
上
困
難
で
あ
る
。
学
校
給
食

費
の
無
料
化
や
減
免
、
旧
年
少
扶

養
控
除
に
係
る
保
育
料
減
額
の
再

計
算
も
行
わ
な
い
。

A
　
宿
毛
市
は
面
積
の
八
十
四
％

が
森
林
で
こ
の
有
効
活
用
と
、
特

に
市
有
林
は
見
本
と
な
る
森
林
整

備
を
す
べ
き
で
あ
る
が
現
状
と
今

後
の
施
策
を
聞
く
。
ま
た
、
市
長

公
約
で
あ
る
国
土
調
査
実
施
に
よ

る
森
林
境
界
明
確
化
に
つ
い
て
聞
く
。

B
　
市
有
林
は
八
百
二
十
四
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
要
整
備
林
の
間
伐
実

行
率
は
平
成
二
十
七
年
度
末
で
九

十
二
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

目
標
伐
期
を
杉
八
十
年
、
ヒ
ノ
キ

九
十
年
の
長
期
伐
期
と
し
、
今
後

は
適
地
を
選
び
複
層
林
施
業
も
取

り
入
れ
る
考
え
で
あ
る
。
国
土
調

査
は
平
成
二
十
七
年
度
は
、
貝
塚

地
区
の
北
側
山
林
部
分
を
中
心
に

予
備
調
査
事
業
を
実
施
す
る
。
森

林
組
合
が
行
っ
て
い
る
森
林
境
界

明
確
化
事
業
も
早
急
に
推
進
す
る
。

A
　
製
材
な
ど
林
産
加
工
業
へ
の

支
援
策
を
聞
く
。
ま
た
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
の
事
業
開
始
の
朗
報

は
あ
る
が
、
稼
働
は
ま
だ
五
十
〜

六
十
％
で
あ
り
資
材
確
保
な
ど
今

後
の
支
援
策
を
聞
く
。

B
　
大
型
製
材
工
場
は
誘
致
で
は

な
く
、
民
間
事
業
者
の
計
画
が
あ

れ
ば
支
援
す
る
。
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
は
浅
木
議
員
指
摘
の
よ
う

な
稼
働
率
で
あ
り
、
市
と
し
て
も

広
報
誌
で
の
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
資
材
確

保
な
ど
全
面
稼
働
に
協
力
し
て
い
く
。

市
政
運
営
の
自
己
評
価

に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

市
人
口
の
増
加
策
に

つ
い
て

森
林
整
備
と
林
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
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●
「
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。
」

　
宿
毛
市
議
会
で
は
、
平
成
２５
年

第
２
回
臨
時
会
で
議
会
基
本
条
例

調
査
特
別
委
員
会
（
委
員
６
名
）
を

設
置
し
、
基
本
条
例
の
必
要
性
の

検
証
を
行
い
、
制
定
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
条
例
に
盛

り
込
む
べ
き
事
項
の
協
議
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
意
見
交
換
会

で
の
市
民
の
意
見
も
踏
ま
え
、
基

本
条
例
（
案
）
を
と
り
ま
と
め
た
う

え
で
、
条
例
制
定
を
提
言
す
る
内

容
の
委
員
会
最
終
報
告
書
を
提
出
し
、

開
会
日
に
全
会
一
致
を
も
っ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
議
会

改
革
を
基
礎
と
し
て
、
さ
ら
な
る

議
会
活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
、

将
来
に
わ
た
り
議
会
及
び
議
員
の

あ
る
べ
き
姿
を
示
す
た
め
に
、
最

終
日
に
宿
毛
市
議
会
基
本
条
例
を

議
員
よ
り
提
案
し
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
全

文
を
掲
載
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ご
意
見
等
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

宿
毛
市
議
会
基
本
条
例

（
前
文
）

　
近
年
、
地
方
自
治
を
取
り
巻
く

環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
地
方
議

会
は
、
二
元
代
表
制
の
中
で
の
地

方
自
治
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し

て
、
そ
の
果
た
す
べ
き
責
務
と
役

割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
宿
毛
市
議
会
（
以

下
「
議
会
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
議
会
改
革

を
基
礎
と
し
て
、
さ
ら
な
る
議
会

活
動
の
活
性
化
を
目
指
し
、
将
来

に
わ
た
り
議
会
及
び
構
成
員
で
あ

る
宿
毛
市
議
会
議
員
（
以
下
「
議

員
」
と
い
う
。
）
の
あ
る
べ
き
姿
を

示
す
た
め
、
こ
こ
に
宿
毛
市
議
会

基
本
条
例
を
制
定
す
る
。

　
議
会
は
宿
毛
市
民
（
以
下
「
市

民
」
と
い
う
。
）
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
積
極
的
な
情
報
公
開
と
市

民
参
加
の
推
進
、
市
長
及
び
執
行

機
関
の
職
員
（
以
下
「
市
長
等
」
と

い
う
。
）
と
の
緊
張
関
係
の
保
持
、

議
員
間
の
自
由
な
討
議
の
展
開
、

議
会
活
動
を
支
え
る
体
制
の
整
備

等
に
つ
い
て
、
こ
の
条
例
に
定
め

る
規
定
を
遵
守
し
実
践
す
る
。
さ

ら
に
は
、
積
極
的
な
政
策
提
言
を

行
う
こ
と
で
、
宿
毛
市
の
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
こ
の
条
例
が
、
議
会

及
び
議
員
の
活
動
原
則
と
な
り
、

そ
の
よ
っ
て
立
つ
基
盤
と
な
る
こ

と
を
、
こ
こ
に
定
め
る
も
の
で
あ

る
。

第
１
章
　
目
的

（
目
的
）

第
１
条
　
こ
の
条
例
は
、
議
会
及

び
議
員
の
役
割
と
責
務
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
議
会
の
活
性
化

及
び
充
実
の
た
め
に
必
要
な
基
本

的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
の
負
託
に
応
え
る
議
会
を
実

現
し
、
市
政
の
健
全
な
発
展
と
市

民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

第
２
章
　
議
会
の
運
営
及
び
議
員

活
動
原
則

（
議
会
の
運
営
原
則
）

第
２
条
　
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る

原
則
に
よ
り
運
営
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

盧
　
市
民
主
権
を
基
礎
と
す
る
市

民
の
代
表
機
関
で
あ
る
こ
と
を

常
に
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
公

平
性
及
び
透
明
性
を
確
保
し
、

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

す
こ
と
。

盪
　
市
民
の
多
様
な
意
見
を
把
握

し
、
市
政
に
適
切
に
反
映
す
る

た
め
の
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

蘯
　
市
の
議
決
機
関
と
し
て
適
正

な
市
政
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る

か
監
視
し
、
評
価
す
る
こ
と
。

盻
　
議
会
は
、
市
民
の
市
政
に
対

す
る
関
心
を
高
め
る
た
め
、
わ

か
り
や
す
い
言
葉
及
び
方
法
を

用
い
た
運
営
に
努
め
る
こ
と
。

（
議
員
の
活
動
原
則
）

第
３
条
　
議
員
は
、
次
に
掲
げ
る

原
則
に
よ
り
活
動
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

盧
　
議
会
が
言
論
の
府
で
あ
る
こ

と
及
び
議
決
機
関
で
あ
る
こ
と

を
十
分
に
認
識
し
、
議
員
間
の

自
由
な
討
議
の
推
進
を
重
ん
じ

る
こ
と
。

盪
　
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
市
民

の
意
見
を
的
確
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
自
己
の
資
質
を
高
め

る
不
断
の
研
さ
ん
に
よ
っ
て
、
市

民
全
体
の
代
表
者
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
活
動
を
行
う
こ
と
。

蘯
　
議
会
の
構
成
員
と
し
て
、
市

民
全
体
の
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
て
活
動
す
る
こ
と
。

（
会
派
）

第
４
条
　
議
会
の
会
派
（
以
下
「
会

派
」
と
い
う
。
）
は
、
同
一
の
理
念

を
共
有
す
る
議
員
で
構
成
し
、
活

動
す
る
。

２
　
会
派
は
、
政
策
決
定
、
政
策

提
言
及
び
政
策
立
案
等
に
際
し

て
、
会
派
内
で
調
整
を
行
い
、

合
意
形
成
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。

３
　
議
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
は
、
会
派
の
代
表
者

の
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

第
３
章
　
市
民
と
議
会
の
関
係

（
市
民
参
加
及
び
市
民
と
の
連
携
）

第
５
条
　
議
会
は
、
市
民
に
対
し

積
極
的
に
そ
の
有
す
る
情
報
を
発

信
し
、
説
明
責
任
を
十
分
果
た
す

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
議
会
は
、
全
て
の
会
議
を
原

則
公
開
と
す
る
。

３
　
議
会
は
、
参
考
人
制
度
及
び

公
聴
会
制
度
を
十
分
に
活
用
し
て
、

市
民
の
専
門
的
又
は
政
策
的
識

見
等
を
討
議
に
反
映
さ
せ
る
よ

う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４
　
請
願
又
は
陳
情
の
審
査
に
お

い
て
、
提
出
者
が
希
望
し
た
場

合
は
、
意
見
を
聴
く
機
会
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。

（
議
会
報
告
会
）

第
６
条
　
議
会
は
、
議
会
活
動
の

状
況
を
市
民
に
直
接
報
告
す
る
こ

と
で
、
市
政
に
関
す
る
情
報
の
提

供
に
努
め
、
議
会
に
対
す
る
意
見

や
市
政
に
対
す
る
提
言
等
を
市
民

か
ら
直
接
聴
取
す
る
機
会
と
し
て
、

議
会
報
告
会
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
政
策
意
見
交
換
会
）

第
７
条
　
議
会
は
、
市
政
に
関
す

る
重
要
な
政
策
及
び
課
題
が
生
じ

た
場
合
に
、
市
民
の
多
様
な
意
見

を
把
握
す
る
た
め
、
市
民
と
の
意

見
交
換
の
場
と
し
て
、
政
策
意
見

交
換
会
を
行
う
も
の
と
す
る
。



⑱

第
４
章
　
市
長
等
と
議
会
と
の
関

係（
市
長
等
と
議
会
及
び
議
員
の
関
係
）

第
８
条
　
議
会
審
議
に
お
け
る
議

員
と
市
長
等
と
の
関
係
は
、
第
２

項
か
ら
第
４
項
ま
で
の
規
定
に
よ

り
、
緊
張
関
係
の
保
持
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
本
会
議
に
お
け
る
議
員
と
市

長
等
と
の
質
疑
応
答
は
、
広
く

市
政
上
の
論
点
及
び
争
点
を
明

確
に
す
る
た
め
、
一
問
一
答
方

式
又
は
一
括
質
問
一
括
答
弁
方

式
の
ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

３
　
議
長
か
ら
本
会
議
又
は
委
員

会
へ
の
出
席
を
要
請
さ
れ
た
市

長
等
は
、
議
長
又
は
委
員
長
の

許
可
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
議

員
の
質
問
内
容
に
対
し
、
反
問

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
議
員
は
、
会
期
中
又
は
閉
会

中
に
か
か
わ
ら
ず
議
長
の
承
認

を
得
て
市
長
等
に
対
し
文
書
に

よ
る
質
問
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
長
等

に
文
書
に
よ
り
回
答
を
求
め
る

も
の
と
す
る
。

（
重
要
政
策
等
の
説
明
）

第
９
条
　
議
会
は
、
市
長
等
が
提

案
す
る
重
要
な
計
画
・
政
策
に
つ

い
て
は
、
議
会
審
議
に
お
け
る
論

点
を
整
理
し
、
政
策
の
必
要
性
を

判
断
す
る
た
め
、
市
長
等
に
対
し

て
次
に
掲
げ
る
事
項
の
説
明
を
必

要
に
応
じ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

盧
　
必
要
と
す
る
背
景

盪
　
提
案
に
至
る
ま
で
の
経
緯

蘯
　
総
合
計
画
に
お
け
る
根
拠
及

び
位
置
付
け
（
整
合
性
）

盻
　
他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政

策
と
の
比
較
検
討

眈
　
市
民
参
加
の
実
施
の
有
無
と

そ
の
内
容

眇
　
関
係
す
る
法
令
及
び
条
例

眄
　
財
源
措
置

眩
　
見
込
ま
れ
る
効
果

眤
　
将
来
負
担
す
べ
き
経
費
の
計

算
２
　
議
会
が
重
要
な
政
策
等
を
審

議
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
立
案

及
び
執
行
に
当
た
っ
て
の
論
点

又
は
争
点
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
、
執
行
後
の
政
策
評
価
に

資
す
る
審
議
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
５
章
　
議
会
機
能
の
強
化

（
議
員
協
議
会
）

第
１０
条
　
議
会
は
、
議
員
全
員
の

協
議
の
場
で
あ
る
議
員
協
議
会
を

設
け
る
。

２
　
議
会
は
、
議
案
の
審
査
並
び

に
市
政
に
関
す
る
課
題
及
び
議

会
の
運
営
に
関
す
る
協
議
又
は

調
整
を
行
う
た
め
、
議
員
協
議

会
を
十
分
に
活
用
す
る
。

（
議
員
間
討
議
）

第
１１
条
　
議
会
は
、
委
員
会
及
び

議
員
協
議
会
に
お
い
て
、
議
案
等

に
関
し
て
審
議
し
、
結
論
を
出
す

場
合
、
議
員
相
互
間
の
自
由
討
議

に
よ
り
議
論
を
尽
く
し
て
合
意
形

成
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
議
員
研
修
の
充
実
）

第
１２
条
　
議
会
は
、
議
員
の
政
策

形
成
及
び
立
案
能
力
向
上
の
た
め
、

議
員
研
修
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
議
会
広
報
の
充
実
）

第
１３
条
　
議
会
は
、
議
案
に
対
す

る
各
議
員
の
賛
否
を
議
会
広
報
等

で
公
表
す
る
等
、
情
報
の
提
供
に

努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
議
会
は
、
多
様
な
情
報
技
術

を
活
用
し
、
多
く
の
市
民
が
議

会
と
市
政
に
関
心
を
持
つ
よ
う

議
会
広
報
活
動
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

第
６
章
　
議
会
事
務
局
の
充
実
等

（
議
会
事
務
局
の
体
制
整
備
）

第
１４
条
　
議
会
は
、
議
員
の
政
策

形
成
及
び
立
案
機
能
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
円
滑
か
つ
効
率
的

な
議
会
運
営
を
行
う
た
め
、
議
会

事
務
局
の
調
査
、
政
策
法
務
そ
の

他
の
機
能
の
充
実
を
図
る
よ
う
努

め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
議
長
は
、
議
会
事
務
局
の
職

員
人
事
に
関
し
、
そ
の
任
免
権

を
行
使
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
市
長
等
は
、

議
会
事
務
局
の
職
員
人
事
に
関

し
て
、
あ
ら
か
じ
め
議
長
と
協

議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
７
章
　
政
務
活
動
費

（
政
務
活
動
費
）

第
１５
条
　
議
員
は
、
政
策
立
案
又

は
提
言
を
行
う
た
め
、
及
び
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
に
交
付
さ
れ
る
政
務
活
動
費
の

執
行
に
当
た
っ
て
は
、
宿
毛
市
議

会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
（
平
成
１３
年
宿
毛
市
条
例
第
１

号
―

２
）
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
政
務
活
動
費
の
交
付
を
受
け

た
会
派
は
、
そ
の
適
正
な
執
行

に
努
め
、
使
途
の
透
明
性
を
確

保
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対

し
て
説
明
責
任
を
果
た
す
も
の

と
す
る
。

第
８
章
　
議
員
の
定
数
、
報
酬
及

び
政
治
倫
理

（
議
員
定
数
及
び
報
酬
）

第
１６
条
　
議
員
定
数
及
び
議
員
報

酬
の
適
正
な
数
及
び
額
に
つ
い
て
は
、

市
政
の
現
状
、
社
会
情
勢
及
び
議

員
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
考
慮
し
、

一
般
選
挙
を
経
た
任
期
中
に
１
回

以
上
の
検
証
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
議
員
の
政
治
倫
理
）

第
１７
条
　
議
員
は
市
民
全
体
の
代

表
と
し
て
、
高
い
倫
理
的
義
務
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
自

覚
し
、
良
識
と
責
任
感
を
持
っ
て
、

品
位
の
保
持
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
９
章
　
継
続
的
な
検
討

（
継
続
的
な
検
討
）

第
１８
条
　
議
会
は
、
こ
の
条
例
の

施
行
後
、
常
に
市
民
の
意
見
及
び

社
会
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
、
議

会
運
営
に
係
る
継
続
的
な
評
価
と

改
善
を
行
う
中
で
、
必
要
が
あ
る

と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の

規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
適

切
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
１０
章
　
補
則

（
委
任
）

第
１９
条
　
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
、

必
要
な
事
項
は
別
に
定
め
る
。

附
　
則

　
こ
の
条
例
は
、
平
成
２７
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
。
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議　　　　席 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４１

議案番号

氏　　名

議 案 第１５号

議 案 第２４号

議 案 第３１号

議 案 第３７号

議 案 第４４号

陳 情 第２８号

議
　
決
　
結
　
果

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

不採択

闍

倉

　

真

弓

山

上

　

庄

一

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

山

戸

　

　

寛

欠

　

員

岡

闢

　

利

久

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

野

々

下

昌

文

○

○

○

○

○

○

松

浦

　

英

夫

○

○

○

○

○

×

浅

木

　

　

敏

×

×

×

×

×

×

中

平

　

富

宏

○

○

○

○

○

○

浦

尻

　

和

伸

議
　
　
　
　
　
　
長

寺

田

　

公

一

○

○

○

○

○

○

宮

本

　

有

二

○

○

○

○

○

○

饌

田

　

陸

紀

○

○

○

○

○

○

西

郷

　

典

生

○

○

○

○

○

○

［○：賛成　×：反対］

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

◆

　
市
議
会
だ
よ
り
は
紙
面
の
都

合
で
発
言
の
一
部
し
か
掲
載
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
「
会
議
録
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
三
月
定
例
会
の
会
議
録
は
六

月
上
旬
に
で
き
る
予
定
で
す
。

市
立
坂
本
図
書
館
及
び
各
支
所

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
議
会
開
会
中
は
宿
毛
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ス
ワ
ン
テ
レ
ビ

で
映
像
中
継
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
過

去
の
議
会
映
像
も
配
信
し
て
い

ま
す
。

各議員の議案に対する賛否の状況
賛否の分かれた案件を記載しています。
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北
村
大
二
郎

（
税
務
課
）

濱
田
紗
哉
加

（
保
健
介
護
課
）

穂
満
明
日
美

（
環
境
課
）

中
野
 

宏
昭

（
人
権
推
進
課
）

溝
渕
 

健
躬

（
産
業
振
興
課
）

曽
根
 

勇
大

（
土
木
課
）

小
原
 

博
之

（
福
祉
事
務
所
）

末
廣
 

香
保

（
福
祉
事
務
所
）

河
原
 

卓
也

（
水
道
課
）

佐
藤
 

千
晶

（
平
田
保
育
園
）

中
山
 

絢
可

（
産
業
振
興
課
）

山
本
今
日
子

（
中
央
保
育
園
）

山
下
 

遼
菜

（
中
央
保
育
園
）

小
島
 

桃
子

（
咸
陽
保
育
園
）

山
本
 

真
弓

（
中
央
公
民
館
）

東
　
龍
之
介

（
幡
多
西
部

消
防
組
合
）

吉
村
 

真
美

（
二
ノ
宮
保
育
園
）

二輪の軽自動車（１２５ｃｃ超２５０ｃｃ以下）

二輪の小型自動車（２５０ｃｃ超）

小型特殊自動車
農耕作業用

その他のもの

原動機付き自転車

５０ｃｃ以下

５０ｃｃ超９０ｃｃ以下

９０ｃｃ超１２５ｃｃ以下

５０ｃｃ以下（ミニカー）

車　種　区　分

１，０００円�

１，２００円�

１，６００円

２，５００円�

２，４００円�

４，０００円�

１，６００円

４，７００円

平成２７年度まで
（現行税率）

２，０００円

２，０００円

２，４００円

３，７００円

３，６００円

６，０００円

２，０００円

５，９００円

平成２８年度から
（ 新 税 率 ）

【問い合わせ先】
　税務課住民税係　蕁６３－１１１５

地方税法の改正に伴い、平成２８年度から軽自動車の税率が改正されますので、主な変更点についてお知らせし
ます。

①原動機付き自転車及び二輪車等
　すべて平成２８年度から新税率が適用されます。
　※平成２７年度実施予定でしたが、１年延期されました。

②軽自動車

○三輪および四輪の軽自動車にグリーン化
特例（軽課）が適用されます。

平成２８年度課税時に、三輪および四輪の
軽自動車で、排出ガス性能および燃費性能
の優れた環境負荷の小さいものについて、
グリーン化特例（軽課）が適用されます。

＜適用条件＞
平成２７年４月１日から平成２８年３月３１
日までに新規登録をした三輪および四輪の
軽自動車（新車に限る。）で、基準を満たす
車両について、当該取得をした日の属する
年度の翌年度（平成２８年度）分の軽自動車
税に限り、グリーン化特例（軽課）を適用し
ます。

軽自動車税の税率のお知らせ

平
成
２７
年
度
宿
毛
市

新
規
採
用
職
員
で
す
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今
月
の
年
金
相
談

みんなでスポーツする日 ～みんなで15分以上の運動をしましょう～
　チャレンジデーは、毎年５月の最終水曜日の０時から２１時までの間に、１５分間以上継続して運動や
スポーツなどの身体活動を行う住民参加型のスポーツイベントです。健康づくりや地域づくりを目的に、
昨年度は全国で約２００万人が参加しています。今年は神奈川県湯河原町（面積：４０．９９裄　人口：
２６，３８７人）と、チャレンジデーへの参加率を競います。ぜひご参加ください。

実施日時：5月27日（水）　0：00～21：00　※この時間内であればいつでも参加可能です。
参加対象：チャレンジデー当日、宿毛市にいる方
実施種目：15分以上継続して行うスポーツなどの身体活動　〈例〉ウォーキング、ラジオ体操など
実施場所：宿毛市内　〈例〉自宅、学校、職場、スポーツ施設、広場など
参加報告方法（1、2のいずれか）
　1．参加報告ＢＯＸへ参加報告票を入れる。
　　　（市役所、総合運動公園、各支所、文教センター、和田体育館に設置）
　　　※市役所、各支所は9：00～17：00
　2．総合運動公園に電話または参加報告票をファックスする。

※参加報告票は、市役所本庁、各支所、各体育施設に置いています。様式は任意のものでも可。
参加報告締切：5月27日（水）　21：30

※プログラムに何回参加してもかまいませんが、参加報告は１人１回のみです。

【問い合わせ先】
　宿毛市チャレンジデー実行委員会事務局（宿毛市総合運動公園内）
　蕁６６－１４６７　薨６６－１４６８

よ
り
多
く
年
金
を
受
け
取
り

た
い
方
に
お
す
す
め
し
ま
す
！

《繰り上げ支給》
　老齢基礎年金の支給開始年齢は原則として
６５歳ですが、希望すれば６５歳前に繰り上げ
て減額された年金を受け取ることができます。
ただし、支給を繰り上げた場合、生涯減額され
た年金を受け取ること、障害基礎年金を請求で
きなくなることなど、注意が必要です。（減額率
は最大で３０％）

《繰り下げ支給》
　６６歳以降に老齢基礎年金を受け始める繰り
下げの場合は、年金額が増額されます。ただし、
遺族年金などの受給権がある場合は適用になり
ません。（増額率は１カ月で０．７％、最大４２％）
　なお、繰り下げした場合、老齢基礎年金を受
給するまでは振替加算も支給停止になりますので、
振替加算が多い方は不利になる場合があります。
　詳しくは幡多年金事務所へお問い合わせくだ
さい。

老齢基礎年金の繰り上げ・繰り下げ おすすめです！『付加保険料』

日
本
年
金
機
構

幡
多
年
金
事
務
所
に
よ
る

出
張
年
金
相
談

日
　
時

　
５
月

１９
日

（火）

　
１０
時
〜

１５
時（
昼
休
み
を
除
く
）

場
　
所
　
宿
毛
市
役
所

受
　
付
　
市
民
課
年
金
係

受
付
時
間
　
８
時

３０
分
〜

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
に
必
要
な
も
の

・
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

・
定
期
便
の
相
談
で
あ
れ
ば
送

ら
れ
て
き
た
書
類
一
式

・
認
め
印

・
代
理
の
場
合
は
委
任
状
（
家

族
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
）

が
当
日
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
必
ず
年
金
係
に
お
問
い

合
わ
せ
の
上
、
事
前
に
ご
準

備
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
代
理

人
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の

（
免
許
証
な
ど
）
も
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
市
民
課
年
金
係
　

 
蕁
６
３
―

１
１
１
２

　定額の保険料に月額
４００円の付加保険料を
上乗せして納めると、将
来の老齢基礎年金に付加
年金が加わります。
※２年以上受給される
と、支払った付加保険料
以上の付加年金が受け取
れますので、お得です。
　付加保険料の納付は、お申し込みいただい
た月分からとなり、定額保険料（月額１５，５
９０円）を納付していただくことが条件とな
ります。また、国民年金基金へ加入されてい
る方は付加保険料を納めることはできません。
　付加保険料の納付をご希望の方は、幡多年
金事務所または市民課年金係へお申し出くだ
さい。

【問い合わせ先】
　日本年金機構　幡多年金事務所
　蕁０８８０－３４－１６１６



澤

　
平
成
２７
年
度
教
育
行
政
方
針
を

抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
　
権
　
教
　
育

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ

い
て
正
し
い
認
識
と
理
解
を
深
め

る
た
め
、
学
校
教
育
や
各
職
域
、

生
涯
教
育
の
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
通
じ
て
人
権
教
育
を
積
極

的
に
推
進
し
、
す
べ
て
の
人
が
人

と
し
て
尊
重
し
合
え
る
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
と
人
権
意
識
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

学
　
校
　
教
　
育

　
「
２１
世
紀
を
心
豊
か
に
生
き
抜
く

こ
と
の
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
」

を
基
本
と
し
て
、
幅
広
い
知
識
と

教
養
を
身
に
付
け
、
豊
か
な
情
操

と
道
徳
心
を
培
う
と
と
も
に
、
健

や
か
な
身
体
を
養
う
こ
と
を
目
指

し
て
学
校
教
育
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
い
た
教

育
課
程
の
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
特
に
知
・
徳
・
体
・

命
の
調
和
の
と
れ
た
「
生
き
る
力
」

の
基
本
と
な
る
確
か
な
学
力
の
保

障
と
豊
か
な
人
間
性
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
「
夢
」

や
「
志
」
を
育
み
か
な
え
る
力
を

育
成
す
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

　
宿
毛
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

現
在
地
を
改
築
の
候
補
地
と
し
て

市
長
部
局
と
連
携
し
て
調
査
・
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
対

策
に
つ
い
て
は
、
未
耐
震
施
設
の

耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

松
田
川
小
学
校
校
舎
、
大
島
小
学

校
屋
内
運
動
場
、
東
中
学
校
屋
内

運
動
場
の
耐
震
補
強
工
事
を
は
じ

め
、
早
期
に
全
て
の
施
設
が
耐
震

化
で
き
る
よ
う
耐
震
事
業
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
高
知
県
が
実
施
し
て
い
る
、
教

育
版
「
地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
推
進
事
業
」
や
放
課
後
等
学

習
支
援
事
業
を
積
極
的
に
活
用

し
、
学
力
向
上
に
向
け
た
各
種

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

・
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
（
よ
り
よ
い
学
校

生
活
と
友
達
づ
く
り
の
た
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
）
を
継
続
し
て
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の

学
校
で
の
生
活
意
欲
や
満
足
度
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
能
力
を
よ
り

詳
し
く
把
握
す
る
中
で
、
生
活
面

の
改
善
を
図
り
、
学
力
向
上
に
努

め
ま
す
。

・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
山
の
学

習
支
援
事
業
を
活
用
し
、
発
達
段

階
に
応
じ
た
環
境
教
育
を
推
進
す

る
中
で
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
学

習
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
の
豊
か

な
森
林
や
川
、
海
で
の
体
験
学
習

も
実
施
す
る
こ
と
で
、
環
境
保
全

の
大
切
さ
を
認
識
し
、
自
然
を
愛

し
行
動
で
き
る
人
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

・
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
青
少
年
育
成
セ
ン

タ
ー
を
核
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
の
配
置
や
補
導
教

員
な
ど
に
よ
る
巡
回
指
導
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
「
子
ど
も

見
守
り
隊
」
の
活
動
な
ど
を
有
機

的
に
結
び
付
け
、
犯
罪
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
る
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

・
東
南
海
、
南
海
地
震
に
備
え
た
防

災
教
育
や
避
難
訓
練
を
実
施
し
、

児
童
・
生
徒
、
教
職
員
の
危
機
管

理
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

平
成
２５
年
度
に
は
片
島
中
学
校
、

平
成
２６
年
度
に
は
咸
陽
小
学
校
が

高
知
県
実
践
的
防
災
教
育
推
進
事

業
の
指
定
を
受
け
、
先
進
的
な
防

災
教
育
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
平
成
２７
年
度
に
お
い

て
は
、
小
筑
紫
小
学
校
が
同
事
業

の
指
定
を
受
け
、
取
り
組
み
を
実

施
す
る
中
で
、
宿
毛
市
に
お
け
る

防
災
教
育
の
確
立
に
向
け
取
り
組

み
ま
す
。

学
　
校
　
給
　
食

　
栄
養
指
導
や
地
場
産
物
を
活
用
し

た
郷
土
料
理
の
調
理
実
習
な
ど
を
行

い
、
食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望

ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
、
食
を

通
し
た
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
る
食

育
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」（
文

部
科
学
省
）
に
基
づ
き
、
食
材
の

確
保
や
栄
養
指
導
、
献
立
表
の

作
成
は
栄
養
士
が
行
い
、
委
託

業
者
に
対
し
て
衛
生
管
理
や
調

理
員
の
研
修
の
充
実
を
図
る
よ

う
指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
・
学
校
と
緊
密
に
連
携

し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
食
対
応
を
行

い
、
安
心
安
全
な
給
食
の
提
供

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
現
在
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は

昭
和
５８
年
度
の
建
築
で
あ
り
、
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
く
改
築
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

高
台
移
転
な
ど
も
勘
案
し
な
が

ら
、
改
築
に
向
け
て
検
討
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

生
　
涯
　
学
　
習

　
生
き
が
い
と
潤
い
の
あ
る
人
生
を

過
ご
す
た
め
に
、
宿
毛
文
教
セ
ン
タ

ー
を
拠
点
に
、
子
ど
も
や
若
者
、
働

き
盛
り
の
世
代
も
含
め
、
地
域
住
民

全
体
が
気
軽
に
集
え
る
機
会
を
提
供

し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で

も
が
、
自
発
的
に
学
習
で
き
る
学
習

機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地

域
全
体
の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
豊
か

で
文
化
的
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

「
重
点
目
標
・
施
策
」

・
公
民
館
事
業
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
を
対
象
と
し

た
ふ
れ
あ
い
事
業
の
実
施
や
地

域
の
教
育
力
を
活
用
し
た
世
代

間
の
交
流
を
深
め
、
優
し
さ
と

温
も
り
の
あ
る
地
域
社
会
で
子

ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
努
め

ま
す
。

・
大
学
や
実
業
団
な
ど
の
キ
ャ
ン

プ
誘
致
や
各
種
大
会
の
招
致
に

努
め
、
社
会
体
育
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
宿
毛

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
実
施
や
ラ
ン

ニ
ン
グ
競
技
、
球
技
、
武
道
大

会
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
の
開
催
に
よ
り
、
ス
ポ
ー

ツ
を
活
用
し
た
交
流
人
口
の
拡

大
に
努
め
ま
す
。

・
文
化
財
の
維
持
管
理
と
保
護
お

よ
び
愛
護
思
想
の
普
及
に
努
め
、

地
域
の
芸
能
・
伝
統
文
化
の
継
承
・

発
展
に
努
め
ま
す
。

宿
毛
の
教
育
に
つ
い
て

宿
毛
市
教
育
長
　
立
田
　

壽
行
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愛
館
日
の
清
掃
奉
仕

　
３
月
か
ら
１１
月
ま
で
毎
月
最
終

水
曜
日
（
４
月
の
み
最
終
木
曜
日
）

を
愛
館
日
と
定
め
、
日
ご
ろ
中
央

公
民
館
で
サ
ー
ク
ル
活
動
を
行
っ

て
い
る
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
文

教
セ
ン
タ
ー
の
中
庭
や
花
壇
の
手

入
れ
、
路
面
の
草
引
き
な
ど
の
清

掃
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
の
清
掃
奉
仕
は
、
約
２０
名
の

参
加
者
で
行
い
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館
　
蕁
６
３
―
２
６
１
８

宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー
殺

虫
消
毒
日
の
お
知
ら
せ

　
５
月
２５
日
（月）
は
、
宿
毛
文
教
セ

ン
タ
ー
全
館
が
殺
虫
消
毒
の
た
め

入
館
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
中
央
公
民
館
　
蕁
６
３
―
２
６
１
８

４
月
１
日
か
ら
「
読
書
通

帳
」
の
無
料
配
布
を
始
め

ま
し
た

　
読
書
通
帳
と
は
、
読
ん
だ
本
の

記
録
を
残
し
、
心
に
素
敵
な
貯
金

を
し
て
い
く
も
の
で
す
。
読
書
通

帳
が
い
っ
ぱ
い
に
な

れ
ば
、
窓
口
で
認
定

ス
タ
ン
プ
を
押
し
、

新
し
い
通
帳
を
お
渡

し
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館
　
蕁
６
３
―
２
６
５
４

０
才
か
ら
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン

サ
ー
ト

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
本
格
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。

日
　
時
　
５
月
２３
日
（土）
　
１４
時

場
　
所
　
宿
毛
文
教
セ
ン
タ
ー

出
　
演

ク
ニ
三
上
、
池
田
聡
、
横
山
和
明

曲
　
目

ア
ナ
と
雪
の
女
王
　
ほ
か

入
場
料

　
大
人
…
１
、０
０
０
円

　
０
才
〜
小
学
生
…
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

中
央
公
民
館
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
、
サ
ン
グ
リ
ー
ン
ク
リ
ハ

ラ
、
フ
ジ
グ
ラ
ン
四
万
十

後
　
援

　
宿
毛
市
教
育
委
員
会
ほ
か

【
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
オ
フ
ィ
ス
ヨ
コ
タ

　
｜■■　
０
９
０
―

４
４
３
６
―

２
２
６
２

図
書
カ
ー
ド
の
寄
贈

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
か

ら
、
坂
本
図
書
館
に
図
書
カ
ー
ド

（
３
０
、０
０
０
円
分
）
を
ご
寄
贈
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
購
入
し
た
図
書
は
、
新
着
図
書

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
の
後
、
２
階
の
「
国

際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
幡
多
文
庫
」

の
書
棚
に
配
架
と
な
り
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
坂
本
図
書
館
　
蕁
６
３
―
２
６
５
４

■
こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
教

科
書
に
出
て
く
る
日
本
の
神
社

こ
れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た

い
教
科
書
に
出
て
く
る
日
本

の
神
社
編
集
委
員
会
　
編
著

汐
文
社

■
テ
ン
プ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
自

閉
症
と
生
き
る

サ
イ
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
　
著

杉
本
詠
美
　
訳
／
汐
文
社

　
『
タ
イ
ム
』
誌
の
「
世
界
で
最
も

影
響
力
を
も
つ
百
人
」
に
も
選
ば

れ
た
テ
ン
プ
ル
・
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン
。

自
閉
症
で
あ
る
彼
女
の
子
ど
も
時

代
か
ら
、
動
物
愛
護
活
動
家
と
し

て
、
同
時
に
食
肉
処
理
施
設
の
設

計
者
と
し
て
活
躍
す
る
に
至
る
ま

で
を
紹
介
す
る
。

■
香
港
バ
リ
ケ
ー
ド

〜
若
者
は
な
ぜ立

ち
上
が
っ
た
の
か
〜

遠
藤
誉
・
深
尾
葉
子
　
共
著

明
石
書
店

　
香
港
デ
モ
「
雨
傘
革
命
」
の
緊

急
レ
ポ
ー
ト
。
「
香
港
の
若
者
は
な

ぜ
立
ち
上
が
っ
た
の
か
」
と
い
う

テ
ー
マ
と
と
も
に
、
学
生
達
と
オ

キ
ュ
パ
イ
派
の
運
動
の
ベ
ク
ト
ル

の
違
い
を
考
察
し
な
が
ら
、
雨
傘

革
命
が
東
ア
ジ
ア
情
勢
に
与
え
る

影
響
を
分
析
。
見
返
し
に
図
あ
り
。

■
環
り
の
海

〜
竹
島
と

尖
閣
国
境
地
域
か
ら
の
問
い
〜

琉
球
新
報
・
山
陰
中
央
新
報
　
著

岩
波
書
店

■
「
青
」の
民
俗
学

〜
地
名
と
葬
制
〜

筒
井
功
　
著
／
河
出
書
房
新
社

■
モ
ン
ス
タ
ー
・
ホ
テ
ル
で
ひ
み

つ
の
へ
や

柏
葉
幸
子
　
作
／
高
畠
純
　
絵

小
峰
書
店

■
が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん

〜
お
き
ざ
り
ラ
ン
ド
セ
ル
〜

斉
藤
洋
　
作

宮
本
え
つ
よ
し
　
絵
／
講
談
社

■
も
も
ん
が
も
ん
じ
ろ
う

村
上
康
成
　
作
／
講
談
社

（
内
容
紹
介
は
、㈱
図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー
Ｔ
Ｒ
Ｃ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
よ
り
）

■
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
教
科
書

〜
初
歩
的
な
疑
問
か
ら
答
え
る
〜

乙
武
洋
匡
・
佐
藤
大
吾
　
著

日
経
Ｂ
Ｐ
社

■
危
機
と
雇
用

〜
災
害
の
労
働
経
済
学
〜

玄
田
有
史
　
著
／
岩
波
書
店
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4
・
5
・
6
・
16
・
17
・
23
・
24
・
30
・
31

6
・
7
・
20
・
21
・
27
・
28

市 役 所 税 務 課 9：0 0 ～ 1 7：0 0
月 日 場 　 所 開 設 時 間

休 日 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
※ お 昼 休 み も 納 付 で き ま す 。

24（日）

市 役 所 税 務 課
〃

17：15 ～ 19：00
〃

月 日 場 　 所 開 設 時 間

夜 間 市 税 納 付 窓 口 開 設 日

5
14（木）
28（木）

納
期
限（月）軽自動車税 全期

固定資産税 1期 6
1

6
1

　自動車税の納期限は６月１日（月）となっていま
す。納付は、銀行、郵便局、農協などの金融機
関に加え、コンビニエンスストアでも可能とな
っていますので、ご利用ください。

自動車税の納付について

【問い合わせ先】
　高知県幡多県税事務所
　蕁０８８０―３５―５９７２

開催日 行　　　　事　　　　名 時　間 場　　　所 問い合わせ先

1（金）

3（日）

5（火・祝）

9（土）

10（日）

11（月）

12（火）

14（木）

16（土）

17（日）

19（火）

20（水）

21（木）

23（土）

24（日）

27（水）

28（木）

29（金）

30（土）

31（日）

1（月）

7（日）

第18回 桜墨会サークル展（～6日）

幡西卓球大会

防災・防犯・交通安全フェア

第20回 宿毛カップ少年サッカー大会

（3、5年生）（～10日）

Ｂ型肝炎被害者説明会

2015宿毛 ミニフットサル春季大会

西南地域シニアソフトボール大会

講演会「バイオマス材収入から始める

　副業型自伐林業」

ふれあい保育

ふれあい保育

育児相談

行政相談「1日行政相談所」

夜間市税納付窓口開設日

宿毛市・大月町中学校球技大会（～17日）

第39回 幡多地区春季卓球選手権大会

出張年金相談

あいさつ・声かけ運動日

通学路安全の日

0才からのジャズコンサート

休日市税納付窓口開設日

チャレンジデー 2015

夜間市税納付窓口開設日

長期浸水防災訓練

第1回 すくも探健元気ウォークラリー

第57回 高知県中学校通信陸上競技大会

宿毛市体育協会　バドミントン大会

無料人権相談

梅狩り

中央公民館　蕁63－2618

総合運動公園　蕁66－1467

フジ宿毛店　蕁63－0100

総合運動公園　蕁66－1467

全国Ｂ型肝炎訴訟広島弁護団

蕁082－223－6589

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

産業振興課　蕁63－1117

各保育園

宿毛幼稚園　蕁63－2914

三 本 義 男　蕁63－1800

山岡まゆみ　蕁63－1468

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

市　民　課　蕁63－1112

青少年育成センター　蕁63－4197

総　務　課　蕁63－0948

税　務　課　蕁63－1115

総合運動公園　蕁66－1467

税　務　課　蕁63－1115

宿毛警察署　蕁63－0110

保健介護課　蕁63－1113

総合運動公園　蕁66－1467

総合運動公園　蕁66－1467

人権推進課　蕁62－0225

山里の家　蕁64－7037

宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園

フジ宿毛店

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

宿毛市総合運動公園

宿毛市野球場

宿毛市総合社会福祉

センター

市内各保育園

宿毛幼稚園

宿毛文教センター

市役所税務課

宿毛市総合運動公園ほか

宿毛市総合運動公園

市役所（市民課で受付）

市内全域

市内全域

宿毛文教センター

市役所税務課

市内全域

市役所税務課

宿毛クリーンセンター西

側（新田公園グラウンド）

和田体育館

宿毛市総合運動公園

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター

楠山公園駐車場（集合）

9：00

8：30

10：00

10：00

14：30

9：00

9：00

13：00

9：30

10：00

11：00

13：00

17：15

9：00

8：30

10：00

14：00

9：00

0：00

17：15

9：30

9：00

9：00

8：30

10：00

9：00

6月

オフィスヨコタ
　　　　蕁090－4436－2262

平成27年　５月宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表宿毛市行事予定表
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指定工事店 電話番号 当　番　日

㈲アクア・サワダ

神谷水道工事店

㈲上岡水道工事

関西水道工事店

㈲宿毛水道工業

高 田 水 道 工 業

蕁６３－２５４１

蕁６３－２９２５

蕁６６－０６４３

蕁６５－５８４０

蕁６６－１９３０

蕁６３－２４２５

５月１、１３日

５月２、１４～１７日

５月３、１８～２４日

５月４、２５～３１日

５月５日、６月１～７日

５月６日、
６月８～１４日

指定工事店 電話番号 当　番　日

㈲ 伊 与 田 設 備

所 谷 建 設 ㈱

幡西道路建設㈱

有 田 建 設 ㈱

㈱ 竹 村 産 業

㈲水道屋かきもと

蕁６７－００６３

蕁６３－１６９５

蕁６５－８６８１

蕁６３－５２２６

蕁６３－３１１８

蕁６５－５０１１

５月１０日

５月１１日

５月１２日

５月７日、
６月１５～２１日

５月８日、
６月２２～２８日

５月９日、
６月２９日～７月５日

開 催 日 集 合 場 所 受 付 時 間

０５月３０日（土）

０７月１８日（土）

１０月２４日（土）

１１月２８日（土）

平成２８年　　
０２月２８日（日）

和田体育館

旧栄喜小学校体育館

東部農村環境改善センター

宿毛市総合運動公園

宿毛文教センター
（多目的ホール）

９：００～９：２０

※参加費無料、
　申し込み不要

【問い合わせ先】　保健介護課健康指導係　蕁６３－１１１３／市民課　蕁６３－１１１２

・履き慣れた靴で参加してください。飲料水、タオル、帽子、雨具などは各自ご用意ください。
・小雨決行。雨天の場合、屋内で運動を行いますので上履きをご用意ください。
・自己の責任において体調を管理した上で、参加してください。

すくも探健元気ウォークラリー
　約４㎞の道のりを歩きながら運動する
ことの気持ち良さを感じ宿毛市の良い所
を再発見してみませんか。
　健康運動指導士による正しい歩き方の
講習や体組成（体脂肪、筋肉量、内臓脂
肪）の測定もできます。
　５回全部に参加された方には皆勤賞も
ありますよ♪また、食生活改善推進員に
よる軽食も配布しています。

肌を出さない服装を心がけましょう。マダニに咬まれないことが重要です。
【問い合わせ先】　高知県幡多福祉保健所衛生環境課感染症担当　蕁０８８０－３５－５９８２
　　　　　　　　宿毛市保健介護課　蕁６３－１１１３

蜷シカ、イノシシなどの野生動物が出没する場所に多く生息しています。
蜷マダニ感染症が発症すると、頭痛・発熱などの症状があります。最悪の場合
　死亡することもあります。予防に努めましょう。

　マダニに咬まれたら…
●吸血中のマダニに気付いたら、つぶしたり無理に引き抜いたりせず、医療機
　関（皮膚科）で処置してください。
●野山に出かけた後に熱などの症状が出たら、速やかに医療機関を受診してく
　ださい。

フタトゲチマダニ

タカサゴキララマダニ

シーズン到来シーズン到来

マダニ感染症マダニ感染症ご注意
!!

5～6月の指定水道業者当番店が変わりました
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　宿毛市では、認知症の方やその家族が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるこ
とを支援する取り組みの一環として、『宿毛市認知症ケアパス』を作成しました。
　認知症ケアパスとは、認知症の気付きからその進行状態に応じて、いつ、どこで、どの
ような医療や介護などのサービスを受けることができるか、標準的に示したものです。『宿
毛市認知症ケアパス』は、認知症に関する基礎知識や利用できる制度・サービス内容が掲
載された小冊子となっています。認知症は誰しもが発症する可能性がある疾患です。もし
認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らすためにご活用ください。

【問い合わせ先】　保健介護課予防係　蕁６３－１１１３ ／ 地域包括支援センター　蕁６５－７６６５

『宿毛市認知症ケアパス』ができました！

　離乳食の進め方、何を食べさせたらいいのか、どうやって作ればいいのか、組み合わせやメニューが知りた
いなど、離乳食への心配はありませんか？宿毛市では、「4・5・6カ月」の乳児を持つ保護者の方を対象に、離
乳食の進め方についての講習会を開催しています。　
　
実 施 日　　　平成27年　05月27日（水）
　　　　　　　　　　　　 08月26日（水）
　　　　　　　　　　　　 11月25日（水）
　　　　　　　平成28年　02月24日（水）

受付時間　　　12：50～13：00
実施時間　　　13：00～14：30
場　　所　　　宿毛文教センター2階　和室（受け付け・託児）、実習室（講習会ほか）
持参するもの　母子健康手帳、筆記用具（託児を希望される方は、オムツ換えセット・お茶やミルク）

【問い合わせ先】　保健介護課健康指導係�蕁６３－１１１３

・対象となる月齢のお子さんには、はがきで
　ご案内します。
・母子保健推進員が託児をしますので、お子
　さんと一緒にお気軽に参加してください。
・申し込みの必要はありません。

離乳食講習会のご案内

～人間ドック費用の一部が 無料 に!

　国保加入者の方（４０歳～７４歳）、７５歳以上（後期高齢
者）で受診券を送った方へ、健診の一部が無料になる書類も
お送りしています。人間ドックを受けられるときに、券を持
参された方は、当該健診の部分が無料になりますので、ぜひ
ご利用ください。

＊７５歳以上の方への発行・送付は５月を予定していま
すが、到着前でも対象者であることを確認できれば、
無料で受診できます。「私は発行されるのかな？」と
思われた方は、保健介護課までご連絡ください。

【問い合わせ先】　保健介護課保健衛生係�蕁６３－１１１３　薨６３－０４１０

40～74歳
（水色）
40～74歳
（水色）

75歳以上
（桃色）
75歳以上
（桃色）

＊対象者には
　5月末までに
　配達されます

＊対象者には
　5月末までに
　配達されます

←
特
定
健
診
受
診
券

国
保
加
入
者
の
方
で
４０
歳

か
ら
７４
歳
ま
で
。（
水
色
）

←
健
康
診
査
受
診
券

７５
歳
以
上
で
生
活
習
慣
病

な
ど
の
通
院
中
で
な
い
方

へ
発
行
さ
れ
ま
す
。（
桃
色
）
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【申し込み・問い合わせ先】
　保健介護課　蕁６３－１１１３

6 月 の 保 健 事 業

母子保健

場 　 所 受 付 時 間日

［乳児健康診査］対象児に個別通知します

12（金） 09：15～09：45宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 実 施 時 間日

［赤ちゃん広場］

4（木）
23（火）
18（木）

09：30～11：30
09：30～11：30
09：30～11：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー
宿毛東部農村環境改善センター
宿毛市総合社会福祉センター

場 　 所 受 付 時 間日

［3歳児健康診査］対象児に個人通知します

3（水） 12：30～13：30宿 毛 文 教 セ ン タ ー

各種検診はどこの場所でも受けることができます。
●平成27年度実施の健康診査などの申し込みをされていない

方は、実施日までに早めに保健介護課までお申し込みください。
●特定健康診査については、医療保険者発行の受診券と保険証

が必要です。持参していないと健診が受けられませんので、ご
注意ください。

成人保健

［特定健康診査］［前立腺がん検診］［大腸がん検診（配布）］
場 　 所 受 付 時 間日

30（火）
19：00～10：00
13：30～14：30

宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 受 付 時 間日

［胃がん検診］

30（火） 18：00～19：00宿 毛 文 教 セ ン タ ー
※検診前日の夜9時以降と当日の朝の飲食は原則禁止です。
　ただし、検診の1時間前までは、水150～200裨を飲むこ
　とはかまいません。

場 　 所 受 付 時 間
人数制限があるため予約
制です。受診票指定の時
間にお越しください。

日

［乳がん（乳房Ｘ線）検診］

30（火） 宿 毛 文 教 セ ン タ ー

［子宮頸がん検診］
場 　 所 受 付 時 間日

4（木）

19：30～10：00
10：30～11：00
13：00～14：00
15：00～16：00

大 島 老 人 憩 い の 家
宇 須 々 木 公 民 館
宿毛市総合社会福祉センター
宿 毛 文 教 セ ン タ ー

犬の引取り
●犬の引き取りを希望される方は保健介護課にご連絡ください。

場 　 所 実 施 時 間日

［パパ・ママスクール］

21（日） 10：00～14：00宿 毛 文 教 セ ン タ ー

場 　 所 実 施 時 間日

26（金）

19：00～10：10
10：40～11：10
13：30～14：30
15：00～15：40

大 島 老 人 憩 い の 家
田 ノ 浦 消 防 屯 所 前
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
ファニーハウス（押ノ川）

［胸部レントゲン・肺がん検診］

健康相談はどこの場所でも受けることができます。
●毎回、血圧測定のほか、ミニ講話、介護予防を目的とした

簡単な体操を実施しますので、健康手帳を持参してください。

［健康相談］
場 　 所 実 施 時 間日

1（月）
3（水）
5（金）
8（月）

10（水）
11（木）
15（月）
19（金）

24（水）

19：30～11：00
19：30～11：00
18：30～11：00
13：30～15：00
19：30～11：00
10：00～11：30
10：00～11：30
18：30～11：00
10：00～11：30
13：00～14：30

栄喜漁村交流センター
片 島 公 民 館
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
宿毛東部農村環境改善センター
坂 本 多 目 的 集 会 所
二 ノ 宮 集 会 所
宿 毛 文 教 セ ン タ ー
鵜 来 島 離 島 セ ン タ ー
沖の島開発総合センター
弘 瀬 老 人 憩 い の 家

心の健康相談のお知らせ

【相談窓口】
　宿毛市保健介護課 健康指導係
　蕁６３－１１１３
　幡多福祉保健所 健康障害課 精神保健福祉担当
　蕁０８８０－３４－５１２４（直通）　
　蕁０８８０－３５－５９７９
　お酒の悩みごと相談　蕁０９０－１１７３－４６７２

保健師による電話相談・面接相談は随時お受けしています。保
健所では、相談される内容によって、精神科嘱託医の相談も行
っています。
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　【問い合わせ先】　産業振興課　蕁６３―１１１７　✉sangyou@city.sukumo.kochi.jp

　たとえ自分の山であっても、森林を伐採するときはあらかじめ市町村への「伐採届」の提出が必要です。
また、森林が「保安林」に指定されている場合、「伐採届」ではなく、「伐採許可申請」により県知事の許
可が必要となります。
　伐採の届け出は、伐採を開始する９０日から３０日前までに提出が必要です。詳しくは森林の所在する市
町村または県林業事務所へお問い合わせください。

　「自分で山を間伐してみたいけれど、経験が無い」「バイオマスへ木
材を出してみたいけれど、何から始めたらよいか分からない」「とにか
く森林の仕事に興味がある」など、そんな方のための気軽に始める林
業の講習会です。
　資格の取れるチェンソー講習や、伐採作業の基本から、「軽架線」と
よばれる簡易な集材方法などを、計5回の講座で学べます。

　対象者：宿毛市在住の18歳以上の方なら誰でも

研修メニュー 　　　日　程

　６月０７日（日）　「木の駅ひだか」などを視察

　６月２０日（土）、２１日（日）

※７月２６日（日）

※８月２２日（土）、２３日（日）

※９月０６日（日）　四万十市内の山林を視察

＜受講の申し込み方法＞
産業振興課までお電話をいただくか、
①氏名　②性別　③生年月日　④住所
を記入の上、メールにてお申し込みく
ださい。

定員は20名（先着順）となります。受
講生には後日、研修案内を別途郵送し
ます。その他ご不明な点は、お問い合
わせください。※日程は変更となる場合があります。

①

②

参加費無料！


	表紙(1P)
	キャプチャー、今月の主な内容、人のうごき

	当初予算報告1(2P)
	一般会計総額
	性質別歳出 年度別比較表、用語解説

	当初予算報告2(3P)
	一般会計
	特別会計、企業会計

	情報コーナー1(4P)
	前半部
	後半部

	情報コーナー2(5P)
	前半部
	後半部
	特定計量器(はかり)の定期検査

	情報コーナー3(6P)
	前半部
	後半部
	慶弔

	防犯訓練、梅狩り、宿毛東団地(7P)
	防犯訓練、梅狩り
	宿毛東団地、分譲します

	防災コーナー、消防コーナ(8P)
	防災コーナー
	防災コーナー

	市議会だより1(9P)
	定例会の概要
	条例
	三月定例会日程

	市議会だより2(10P)
	その他
	人事案件
	陳情
	意見書

	市議会だより3(11P)
	提出された議案等1
	提出された議案等2

	市議会だより4(12P)
	前半部
	後半部

	市議会だより5(13P)
	前半部
	後半部

	市議会だより6(14P)
	前半部
	後半部

	市議会だより7(15P)
	前半部
	後半部

	市議会だより8(16P)
	前半部
	後半部

	市議会だより8(17P)
	前半部
	後半部

	市議会だより9(18P)
	前半部
	後半部

	市議会だより10(19P)
	各議員の議案に対する賛否の状況
	会議録の閲覧を
	編集後記

	軽自動車税、新規採用職員(20P)
	軽自動車税の税率のお知らせ
	新規採用職員

	チャレンジデー、ねんきん(21P)
	チャレンジデー2015
	ねんきんコーナー
	今月の年金相談

	宿毛の教育について(22P)
	前半部
	後半部

	文教センター(23P)
	前半部
	後半部
	新刊案内

	宿毛市行事予定表(24P)
	前半部
	後半部
	休日、夜間市税納付窓口、高知けいば
	自動車税の納付について

	マダニ感染症、ウォークラリー、指定水道業者(25P)
	ご注意!!マダニ感染症
	すくも探健元気ウォークラリー
	指定水道業者当番店変更

	受診券、離乳食会、ケアパス(26P)
	受診券
	離乳食講習会のご案内
	宿毛市認知症ケアパス

	6月の保健事業(27P)
	母子保健
	成人保健
	犬の引取り
	心の健康相談のお知らせ

	副業型自伐林業、すくも森林塾(28P)
	副業型自伐林業
	すくも森林塾


